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概 要 

感染症疫学センター(IDSC)は感染症の予防及び感染症の

患者に対する医療に関する法律(感染症法)で定められた

国のサーベイランス事業の中で中央感染症情報センター

として位置づけられ、感染症法対象疾患を中心にしたサ

ーベイランスを実施している。ワクチンで予防できる疾

患に対する血清疫学サーベイランスは、予防接種法に基

づく感染症流行予測調査(NESVPD)の中で行っている。

こ れ ら の 情 報 は IDSC ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.nih.go.jp/niid/ja/from-idsc.html）、感染症サー

ベイランスシステム(NESID)、 病原微生物検出情報

(IASR)、感染症週報(IDWR)などで、情報還元、提供を行

っている。 

感染症集団発生時の対応は実地疫学調査が重要である。

IDSC では国内外の感染症アウトブレイクに対応する人

材育成として実地疫学調査専門家養成コース(FETP)を実

施しており、平成 26 年度には 16 期生を迎えた。このほ

か、病原微生物診断法の開発、細菌・ウイルス検査の技

術向上を支援、再任用制度を利用し広報委員会活動なら

びに疫学センターにおける広報活動を実施している。

IDSC は六室に分かれており、各室の概要は以下のとお

りである。 

第一室(感染症対策計画室：松井珠乃室長) 

感染症対策における技術的な対応として、国内や国外

における公衆衛生学的インパクトの強い感染症流行の早

期探知とそのリスク評価、感染症対策のための計画立案

と関係機関への技術的な支援、新興感染症対策、FETP

養成、国内外における感染症アウトブレイクを含む健康

危機事例への対応とともに、インフルエンザ等の疫学に

関する研究を行っている。 

第二室(感染症情報室：砂川富正室長) 

感染症法のもとで実施されている患者や病原体に関す

る感染症発生動向調査データの収集・分析、及びその結

果の還元と提供を行っている。IDWR、IASR の発行は、

当室の重要業務である。情報解析や還元方法の研究、シ

ステム改善、メディアとのコミュニケーションなども、

二室の主なテーマである。 

第三室(予防接種室：多屋馨子室長) 

感染症流行予測調査事業として実施している血清疫学

調査(感受性調査：平成 25 年度から予防接種法に基づく

事業として位置づけられた）ならびに感染源調査の立案

と実施、現行予防接種の効果と副反応に関するモニタリ

ング、これらの結果の公表と広く一般への情報提供、予

防接種対象疾患の感染症として人に与える影響に関する

調査研究、及び今後の我が国における予防接種の有用

性・安全性に関する総合的研究を行っている。また、感

染症研究所業務として行われている国内血清銀行の管理

運営を行っている。麻疹・風疹対策(Measles & Rubella 

Elimination)は世界において、またわが国においても重要

な課題である。2015 年 3 月 27 日に WHO 西太平洋地域

事務局から排除状態が認定された麻疹については、排除

状態の維持を、また、風疹については、2020 年度までの

風疹排除に向けた調査研究・啓発について、第一・二・

三室を中心に行っている。 

第四室(病原診断室：藤本嗣人室長) 

他の部の所管に属さない病原体に関すると思われる原

因不明疾患の検査、レファレンス、病原診断のための方

法の開発を行っている。全国衛生微生物技術協議会のア

デノウイルスレファレンスセンターを担当している。地

方衛生研究所等からの依頼による行政依頼検査も実施し

ている。IDSC 第一・二・三室やウイルス第二部等と連

携しながら病原体診断に関した研究を進めている。 

第五室(細菌研修室：石岡大成室長) 

細菌性感染症の検査に関する情報収集、依頼検体の検

査、結果解析、およびこれらから得られた情報の提供を

行っている。また、国内外の検査・研究機関と連携して
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検査技術の向上や標準化を行っている。地方自治体等の

公的検査・研究機関に対しては、公衆衛生分野に所属す

る職員を対象に細菌検査の技術向上および最新の検査法

の技術習得を目的として、技術研修会を企画立案し、遂

行している。さらには、新興・再興感染症に関する新規

検査法の開発なども行っている。 

第六室(ウイルス研修室：木村博一室長) 

第六室においてはウイルス性疾患の検査に関する情報

の収集・解析、情報提供を行っている。国内外の関連機

関と連携し、公衆衛生におけるウイルス検査の技術向

上・標準化等を支援している。また、公衆衛生に携わる

公的機関の職員を対象にウイルス検査等に関する講習の

立案・遂行および病原体新規検査法の開発研究などを行

っている。さらに、呼吸器ウイルスや胃腸炎ウイルスの

分子疫学および遺伝学的研究を行っている。
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業績 

 

調査・研究 

 

I. 感染症発生動向調査事業に関する研究 

 

1. サーベイランスシステムの改善に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金 (新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「自然災害時を含めた感染症サ

ーベイランスの強化・向上に関する研究」(研究代表者松

井珠乃)を組織し、平常時から危機時を想定した対策をと

っておくことが必要というポリシーで、感染症サーベイ

ランスの在り方について研究を行った。当研究班におい

て開発されている垂直サーベイランスは、疾患疫学の記

述やリスク評価に有用であることが確認された。 

［松井珠乃、砂川富正、齊藤剛仁、高橋琢理、藤本嗣人、

大日康史、他、所外分担研究者］ 

 

2. 感染症発生動向調査に基づく注意報・警報システム

および全国罹患数推計に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金 (新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「自然災害時を含めた感染症サ

ーベイランスの強化・向上に関する研究」(研究代表者松

井珠乃)の協力研究として、定点報告疾患の、警報・注意

報の設定、罹患数の推計、インフルエンザの型別罹患数

の推計、補助変量を用いた罹患数推計等について検討し

た。インフルエンザについては、定点設定の無作為性が

順守されていないことによる過剰推計の課題を是正する

ための補助変量の適応、また、従来の保健所ごとの警報・

注意報に加え、都道府県レベルでの警報・注意報を開発

し、これを NESID のシステムに組み込むことを提言した。 

［松井珠乃、砂川富正、重松美加、高橋琢理、永井正規(埼

玉医科大学)、太田晶子(埼玉医科大学)、橋本修二(藤田保

健衛生大学)、川戸美由紀(藤田保健衛生大学)、村上義孝

(滋賀医科大学社会医学講座医療統計学部門)］ 

 

3. 「今冬のインフルエンザ」のまとめ 

2014－15 シーズンについても全 2 シーズンと同様に「今

冬のインフルエンザ」をインフルエンザウイルス研究セ

ンター及び厚生労働省結核感染症課と共にまとめて、当

所ホームページ上に公開した。 

［砂川富正、木下一美 、高橋琢理、有馬雄三、齊藤剛仁、

加納和彦、多屋馨子、奥野英雄、佐藤弘、松井珠乃、大

日康史、菅原民枝、大石和徳（感染症疫学センター）、小

田切孝人、渡邉真治(インフルエンザウイルス研究センタ

ー)、宮川昭二、中嶋健介、伊藤俊之、田村大輔、木村優

一(厚生労働省)］ 

 

4. 中央感染症情報センターの視点からの感染症サー

ベイランスの評価と改善に関する調査に基づくシ

ステム更改の提案 

2012 年 4 月に行われた感染症サーベイランスシステム

（ NESID: National Epidemiological Surveillance of 

Infectious Diseases）の改善につなげることを目的に、平

成 25 年度に全国の地方衛生研究所に対して、改善要望等

に関するアンケート調査を行い報告した内容を踏まえ、

結核感染症課・自治体代表者らと協議を行った。平成 28

年 4 月の改正感染症法施行に基づくシステム変更として

は、平成 26 年度 厚生労働科学特別研究事業「科学的根

拠に基づく病原体サーベイランス手法の標準化に関する

緊急研究に基づいた病原体サーベイランスの実施と報告」

報告書（調班）の提案をもとに改修計画を継続して検討

することが確認された。 

［砂川富正、齊藤剛仁、木下一美、赤塚昌江、野地元子、

徳永真理子、高橋琢理、大石和徳］ 

 

5. 感染症発生動向調査におけるデータの質管理ガイ

ドラインの改定 

感染症発生動向調査におけるデータの質管理のための地

方感染症情報センター向けガイドライン（2012年 2月版）

を改定し、以前から要望の多かった旧版以降の新規疾患

の追加、届出票変更などを反映させた。内容については

複数の地方感染症情報センター担当者と協議を行って精

査した。また、全体の構成を見直し、届出に関する注意

点と対応に関しての注意点を切り分けることで業務にお

ける重点項目がわかりやすくなるように工夫をした。改

定したガイドラインは地方衛生研究所ネットワークのホ

ームページ上に掲載した。 

［松井珠乃、砂川富正、有馬雄三、金山敦宏、加納和彦、

齊藤剛仁、木下一美、島田智恵、高橋琢理］ 
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6. 学校欠席情報収集システムの技術的支援 

(１)「学校欠席情報収集システム」 

2009 年 2 学期から 9 県の全校において実施し、各学校内

の感染症対策に活用し、その情報を保健所・県庁に提供

し、早期探知・早期対応に貢献した。2013 年度からはそ

の運用は日本学校保健会に移行したが、引き続き開発、

研究等の技術的支援を行っている。2014 年 3 月末で 24

県 6 政令指定都市 2 特別区の全校をはじめ 20000 校以上

で稼動している。新規導入の学校に対してはスタートア

ップ研修、導入後の学校に対してフォローアップ研修、

自治体の行政担当者向けの研修等技術的支援を行った。 

(２)「保育所サーベイランス」 

2010 年 4 月から開発運用し、同年 8 月に厚生労働省より

通知が発出され、2012 年 11 月厚生労働省による保育所

における感染症対策ガイドラインに掲載された。2014 年

3 月末で県単位は 5 県、多くは市区町村単位で実施し、

約 7000 保育所で稼動している。（現在は、「学校欠席情報

収集システム（保育所サーベイランスを含む）と呼称し、

統一的に運用されている。」）また、保育所・保育課・保

健所による活用の事例を収集し、公表し情報提供を行っ

た。新規導入に対してはスタートアップ研修、導入後に

対してフォローアップ研修、行政担当者向けの研修等技

術的支援を行った。 

［大日康史、菅原民枝、多屋馨子、大石和徳］ 

 

7. 有志医師によるインフルエンザ DB の運用 

2000年から継続して実施している ML インフルエンザ前

線情報 DB の運用を今年度も行い、2009 年のパンデミッ

ク A(H1N1)流行以降、夏季期間中においても継続してい

る。2014-2015 シーズン終了時現在において、207 名の有

志医師のご協力、平均 219.84 件（計 45,507 件超）のイ

ンフルエンザ症例に関する報告を得られた。この DB は

麻疹や百日咳の DB のモデルともなったもので、今後の

パンデミックインフルエンザ再流行の検出・推移の把握、

および他の新型インフルエンザの検出についても有用で

あることが期待される。 

［砂川富正、松井珠乃、西藤なるを(西藤こどもクリニッ

ク)］ 

 

8. IHR に準拠したアウトブレイク関連情報のリスク

評価と対応に関する研究 

感染症サーベイランスデータ等の公式情報、メディア情

報等の非公式情報など、様々な感染症アウトブレイク関

連情報を収集し、系統的に分析、国際保健規則(IHR)のリ

スク評価基準に基づきリスク評価を行い、適切な対応を

行うためのシステムについて検討した。 

また、感染症危機事例を探知、追跡する業務を通じ、イ

ベントベースサーベイランスの必要性、業務を支援する

データベースに必要な条件について検討した。 

新興感染症であるインフルエンザ A（H7N9), MERS、お

よび西アフリカにおいてかつてない規模の流行が継続し

ているエボラ出血熱等については、適時に収集した情報

を基に日本におけるリスクを評価し対策立案につなげる

活動を継続的に行った。 

［FETP 一同、島田智恵、八幡裕一郎、山岸拓也、神谷

元、松井珠乃、砂川富正、大石和徳］ 

 

II. パンデミック、バイオテロ、公衆衛生対策に関する

研究 

1. 新型インフルエンザのパンデミック対策に関する

研究 

(１) 数理モデルを用いた新型インフルエンザ被害予測

に関する研究 

数理モデルを用いて、新型インフルエンザの被害を予測

する際に、全国民の移動の情報として国勢調査を活用し

た。これによって、従来は都市部に限られていたシミュ

レーションを、全国を一元的に扱うことが初めて可能と

なった。数理モデルに用いるパラメーターのうち、人々

の行動に関する調査研究を行った。特に、パンデミック

時の外出自粛の割合、在宅勤務体制の現状、食料備蓄の

現状について検討した。 

 ［大日康史、菅原民枝］ 

 

(２) 公共交通機関における新型インフルエンザ等対策

に関する調査研究―公共交通機関における感染予

防策に関する検討 

国土交通省が組織した標記の調査研究にオブザーバー参

加し、感染症対策の専門家の立場から助言を行った。そ

の成果は、「公共交通機関における新型インフルエンザ等
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対策に関する調査研究－公共交通機関における感染予防

策に関する検討－」として、2014 年 6 月に公開された。 

［松井珠乃］ 

 

(３) 新型インフルエンザ発生時のリスク評価フレーム

ワ ー ク と PISA 〈 Pandemic Influeza Severity 

Assessment〉プロジェクト 

2013 年の Pandemic influenza risk management の暫定的な

ガイダンスでは、各国に、「感染性（transmissibility）、疾

患の重篤性（seriousness of disease）、（公衆衛生上の）イ

ンパクト（impact）の三要素からなる pandemic severity(パ

ンデミックの深刻さ)」の評価を行い、対応を決定するよ

うに求めている。これに基づき、WHO により PISA

〈Pandemic Influeza Severity Assessment〉プロジェクトが

組織され、日本からもデータの解析と提供を行っている。 

［有馬雄三、高橋琢理、木下一美、砂川富正、松井珠乃、

大石和徳］ 

 

2. バイオテロ防止およびバイオテロ下における効果

的な医療体制のあり方および評価に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金健康安全・危機管理対策総合

研究事業「CBRNE テロ/災害等の健康危機管理時の医療

体制に関する研究」(主任研究者：大友康裕)の分担研究

として、同研究班の DMAT の NBC 災害/テロ研修プログ

ラムにおいて、2001 年の米国の炭疽菌事例を日本におけ

る国内体制整備の観点から改めて評価した。 

［松井珠乃、砂川富正、大日康史、大友康裕(東京医科歯

科大学大学院救急災害医学分野)］ 

 

3. 大規模イベント開催時の危機管理等における 

消防機関のあり方に関する研究 

消防庁が組織した標記研究に参加し、大規模イベントの

開催に向けて、消防機関等がこれから取り組まなければ

ならない課題について、整理がなされた。 

［松井珠乃］ 

 

4. エボラ出血熱症例発生時の疫学調査手法に関する

研究 

エボラ出血熱に対する積極的疫学調査実施要領～地方自

治体向け（暫定版）を国立感染症研究所ウイルス 1 部と

ともに作成し発出した。［FETP 一同、松井珠乃、山岸拓

也、島田智恵、八幡雄一郎、神谷元］ 

 

5. エボラ出血熱対応自治体向け研修の実施と資料集

の作成 

平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金 新興・再興感

染症及び予防接種政策推進研究事業「自然災害時を含め

た感染症サーベイランスの強化・向上に関する研究」（研

究代表者：松井珠乃）により、エボラ出血熱について、

積極的疫学調査の手法と個人防護具の装着等について自

治体向け研修会を開催した（全国８ブロック）。研修会を

通じて、「国立感染症研究所ウイルス性出血熱実地疫学調

査における個人防護具の着脱」（図解入り資料）を更新し、

研修会で出た質問を Q&A としてまとめ、全国の自治体

に冊子体を配布するとともに、国立感染症研究所ホーム

ページで PDF 版を公開している。［FETP 一同、山岸拓也、

松井珠乃、八幡雄一郎］ 

 

6. 中東呼吸器症候群発生時の疫学調査手法に関する

研究 

中東呼吸器症候群（ＭＥＲＳ）に対する積極的疫学調査

実施要領（暫定版）を国立感染症研究所ウイルス 3 部と

ともに作成し発出した。［FETP 一同、島田智恵、松井珠

乃、山岸拓也、八幡雄一郎、神谷元］ 

 

7. 中東呼吸器症候群および鳥インフルエンザ

A(H7N9)の感染対策に関する研究 

現行でえられる疫学情報や WHO 等によるガイダンスを

参考に「中東呼吸器症候群（MERS）・鳥インフルエンザ

(H7N9)に対する院内感染対策」、「中東呼吸器症候群

（MERS）・鳥インフルエンザ(H7N9)患者搬送における感

染対策」を作成し発出した。［FETP 一同、島田智恵、松

井珠乃、山岸拓也、八幡雄一郎、神谷元、大石和徳］ 

 

III. 感染症の疫学、統計等に関する研究 

 

1. インフルエンザ関連死亡迅速把握に関する研究 

21 大都市から提供されるインフルエンザ関連死亡(イン

フルエンザ及び肺炎死亡)数を用い、「感染研モデル」と

同種の超過死亡推定モデルを適用し、都市毎の週単位の
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超過死亡を推定し、迅速な情報還元を行った。 

［大日康史、菅原民枝、大石和徳、厚生労働省健康局結

核感染症課、20 大都市・特別区衛生主幹部局］ 

 

2. インフルエンザ様疾患罹患時の異常行動に関する

研究 

インフルエンザ様疾患罹患時に見られる異常行動につい

て、前向き調査を重度、軽度にわけ実態把握を行い、安

全性調査委員会に情報提供した。 

［岡部信彦(川崎市衛生研究所)、大日康史、菅原民枝］ 

 

3. 食品媒介経路の締める比率や原因食品の寄与率推

定のための手法の開発 

厚生労働科学研究費補助金（食品の安心・安全確保推進 

研究事業）「食中毒調査の精度向上のための手法等に関す

る調査研究」（研究代表者 砂川富正）により、8 自治体

（岩手県、東京都多摩地区、横浜市、川崎市、静岡県［静

岡市、浜松市を除く］、静岡市、岡山市、熊本県［熊本市

を除く］）の協力を得て、腸管出血性大腸菌 O157 感染症

の散発症例に対して発症前 1 週間の食品・動物・環境の

曝露状況を収集した。また、腸管出血性大腸菌 O157 感

染症の散発症例と年齢階級、性別、居住地域をマッチさ

せた対照群をインターネット調査会社の登録者からラン

ダムに抽出し、症例対照研究を実施した。平成 23 年の生

肉の規格基準の改定及び 24 年の牛生レバーの禁止前の

平成 22 年の調査とこれらの対策実施後で牛生肉の喫食

と牛生レバー喫食のリスクを比較した。平成 22 年の調査

では、牛生肉の喫食と牛生レバー喫食が腸管出血性大腸

菌 O157 感染症の散発症例のリスクであったが、平成 24

年の調査ではこれらの喫食は腸管出血性大腸菌 O157 感

染症の散発症例発生のリスクではなくなった。この結果

については平成 25 年 3 月 18 日に開催された厚生労働省

の薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会食中毒部会にて

報告された。 

［八幡裕一郎、河野有希、高橋琢理、砂川富正］ 

 

4. 広域食中毒事例調査における課題検出の研究 

厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保推進 研究

事業）「食中毒調査の精度向上のための手法等に関する調

査研究」（研究代表者 砂川富正）により、国内で発生し

た広域食中毒事例における自治体の課題について整理し

作成されたガイドラインの改正を行うための知見の整理

として、A ガイドライン内に示したケーススタディの実

施と問題点の洗い出し、B 実際のアウトブレイク事象を

対象としたガイドラインに従った調査手法の検討、C 自

治体担当者からの意見聴取を行った。また、情報の還元

としてインターネット（地方衛生研究所ネットワーク）

ホームページへの本ガイドラインの掲載と周知を行った。 

［杉下由之（東京都健康安全研究センター）、高橋琢理、

八幡裕一郎、砂川富正］ 

 

5. ユッケ規格基準及び牛レバー禁止後の腸管出血性

大腸菌 O157 感染症散発例発生リスクの検討に関す

る研究 

我が国の腸管出血性大腸菌感染症の発生動向は 4000 例

前後で推移し、多くは腸管出血性大腸菌 O157 の散発例

である。我が国では腸管出血性大腸菌感染症の対策とし

て 2011 年ユッケの規格基準の改正及び 2012 年牛生レバ

ー禁止が行われたが、対策の効果の継続について検討を

行った。方法は協力の得られた 8 自治体に O157 散発例

として報告された者を症例とし、対照はインターネット

に参加希望者から症例と年齢階級及び居住地をマッチさ

せた者とした。解析は条件付きロジスティック回帰分析

を用いた。2012 年は生または半生の牛肉の喫食及び生ま

たは半生の牛レバーの喫食は O157 発症と有意な関連が

みられなかった。一方、生または半生の牛肉喫食は 2013

年及び 2014 年に O157 発症と有意な関連があった。また、

生または半生の牛レバーの喫食は 2014 年に O157 発症と

有意な関連があった。規制後も生または半生の牛肉及び

生または半生の牛レバーの喫食がいることから、生また

は半生の牛肉及び生または半生の牛レバーの喫食は

O157 のリスクであることの普及啓発が今後重要である。 

［八幡裕一郎、加納和彦、高橋琢理、砂川 富正］ 

 

6. 感染症疫学情報の解析・評価に関する研究 

特定の感染症を患者発生情報と病原体情報の両面から総

合的解析を行った。本年度中に「病原微生物検出情報」

特集記事として掲載されたテーマは、2014 年４月号：麻

疹、5 月号：腸管出血性大腸菌感染症、6 月号：RS ウイ

ルス感染症、7 月号：ノロウイルス、8 月号：クリプトス
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ポリジウム症・ジアルジア症、9 月号：HIV/AIDS、10

月号：侵襲性肺炎球菌/インフルエンザ菌感染症、11 月

号：インフルエンザ、12 月号：カルバペネム耐性腸内細

菌科細菌感染症、2015 年 1 月号：A 型肝炎、2 月号：梅

毒、3 月号：ロタウイルスである。 

［木下一美 、赤塚昌江、野地元子、徳永真里子、砂川富

正、高橋琢理、有馬雄三、齊藤剛仁、椎野禎一郎、加納

和彦、加藤信子、多屋馨子、山岸拓也、松井珠乃、藤本

嗣人、木村博一、大石和徳、伊東宏明（FETP）、石井則

久(ハンセン病研究センター)、大西真、伊豫田淳、石原

朋子、泉谷秀昌、中山周一、常彬(細菌第一部)、柴山恵

吾、加藤はる、佐々木裕子、鈴木里和(細菌第二部)、泉

山信司、村上裕子、八木田健司（寄生動物部）、西條政幸、

高崎智彦、安藤秀二(ウイルス第一部)、脇田隆字、清水

博之、石井孝司、片山和彦(ウイルス第二部)、竹田誠、

駒瀬勝啓(ウイルス第三部)、小田切孝人、渡邉真治(イン

フルエンザウイルス研究センター)、澤邉京子、津田良夫

(昆虫医科学部)、今岡浩一(獣医科学部)、長谷川秀樹(感

染病理部)、宮﨑義継（生物活性物質部）、俣野哲朗、吉

村和久(エイズ研究センター)、阿戸学（免疫部）、黒田誠

（病原体ゲノム解析研究センター）、森川茂（獣医科学部）、

宮川昭二(国際協力室)、森光敬子(企画調整主幹)、渡邉治

雄(所長)、倉根一郎(副所長)、吉倉廣(前所長)、井上栄(元

感染症情報センター)、山下和予(元感染症情報センター)、

中嶋建介、梅木和宣、氏家無限、西村佳也、石亀貴士、

鶏内雅司(厚生労働省)（IASR 委員+特集担当者）］ 

 

7. 性感染症に関する疫学研究 

厚生労働科学研究「性感染症に関する特定感染症予防指

針に基づく対策の推進に関する研究」(研究代表者 荒川

創一)の一環として、感染症法に基づきサーベイランスが

実施されている性器クラミジア感染症、性器ヘルペス、

尖圭コンジローマ、淋菌感染症(以上定点把握)及び梅毒

(全数把握)の発生動向について、昨年度までに続き、2013

年報告分を加えて解析した。定点把握については、地域

毎の定点数や診療科比率などを含め、サーベイランスデ

ータの妥当性についての評価は引き続きの課題である。

梅毒に関して近年の増加については新興・再興感染症に

対する革新的医薬品等開発推進研究事業 「梅毒の新た

な検査手法の開発等に関する研究」（研究代表者大西真）

の一環として報告を行うとともに、当所の病原体検出情

報に報告した。  

［岡部信彦(川崎市衛生研究所)、山岸拓也、高橋琢理、

有馬雄三、砂川富正］ 

 

8. 国内感染者集団の大規模塩基配列データに見出さ

れる HIV 集団の遺伝的変異に関する研究 

日本国内感染者の薬剤耐性データベースに集められた

HIV-1 の塩基配列を分子進化学的手法で解析し、わが国

における HIV-1 感染の動態を明らかにすることを目的と

している。2002 年〜2012 年の初診時に採取された検体

（8551 検体）から Protease-RT 領域（HXB2:253-3269）

の全塩基が解析可能な配列（全 5018 配列）を対象に、

系統樹を基にしたネットワーク解析を行った。組換え体

を考慮したサブタイピング手法いより同定された各サブ

タイプの検体数は B=4398, 01_AE=358, C=49, 02_AG=29, 

G=22, F=9, D=1 であり、111 配列が何らかの組換え体、

41 検体が所属不明であった。サブタイプ B の 4398 検体

について、312 個の感染クラスタクラスタが同定された。

感染クラスタに内包される検体は、3713 検体(84.5%)で

あった。感染クラスタのサイズ分布は、感染者数が少な

い「小さい」感染クラスタが多い一方でごく少数の「大

きな」クラスタがあるスケールフリー性が観察され、ご

く少数の感染者が感染の拡大に多くの寄与をしているこ

とが示唆された。感染クラスタの多くでは同じ地域由来

の感染者が大半を占めており、感染クラスタには地域特

異性があることがわかった。内包感染者の感染リスクか

ら感染クラスタの主要感染リスクを推定すると、MSM が

292 個（93.6％）で際立って多かった。感染クラスタの

共通祖先の存在時間（tMRCA）の推定値から考えて、感

染クラスタの多くは主要感染地域に依らず 90 年代後半

に MSM に広がったと推測された。ウイルス遺伝子の遺

伝的距離が一定以下の検体対をリンクする方法で感染ネ

ットワークを構築したところ、感染クラスタが大きくな

るといくつかのサブネットワークに分かれる構造を持つ

ようになることがわかった。サブネットワークは、概ね

単一の感染地域由来の感染者で構成され、サブネットワ

ーク同士を媒介する点にネットワーク解析でいうところ

の媒介中心性の高い少数の感染者が存在することがわか

った。感染クラスタのスケールフリー性と感染ネットワ
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ークの形状は、MSM コミュニティにおいてごく少数の

感染者が HIV のコミュニティ内流行に大きく寄与して

いることを示している。これらの観察は、HIV-1 が地域

内の MSM コミュニティに広がったあと、感染寄与の大

きな感染者を仲介して他の地域に伝播していくことを示

している。日本全体への HIV-1 の拡散の防止のためには、

こうした媒介性の高い感染者を見つけ出して感染早期に

治療を開始する（TasP）等の対策を取り予防効率を上げ

る施策が考えられる。 

［椎野禎一郎］ 

 

9. インフルエンザ脳症ならびに入院例の疫学に関す

る研究 

厚生労働科学研究「インエンザなど重症インフルエンザ

の発症機序解明とそれに基づく治療法、予防法の確立に

関する研究」(研究代表者 森島恒雄、研究分担者 多屋

馨子)の一環として、インフルエンザ脳症の発生動向につ

いて、感染症発生動向調査による急性脳炎届出からイン

フルエンザを原因とするものを抽出して解析を行なって

いる。2014/2015 シーズンは定点あたり報告数が 2015 年

第 4 週にピークとなり、95％以上が A/H3 亜型であった。

インフルエンザ脳症は 2015 年第 8 週までに 93 人報告さ

れ、9 歳以下が約 6 割を占めた。全国約 500 か所の基幹

定点病院からのインフルエンザによる入院例については

60 歳以上の入院割合が約 6 割を占め、前シーズンより大

幅に増加した。 

［安井良則（大阪府済生会中津病院）、奥野英雄、砂川富

正、多屋馨子］ 

 

10. 感染症法に基づく B 型肝炎の発生状況と届出状況

に関する研究 

厚生労働科学研究「肝炎ウイルス検査体制の整備と普及

啓発に関する研究」(研究代表者 加藤真吾)の一環とし

て、感染症法にもとづく B 型肝炎の発生状況および届出

状況を検討した。 

［岡部信彦(川崎市衛生研究所)、山岸拓也］ 

 

11. 耐性菌サーベイランスに関わる研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)｢新たな薬剤耐性菌の耐性機構

の解明及び薬剤耐性菌のサーベイランスに関する研究｣

（研究代表者 柴山恵吾（細菌第二部）の一環として、

厚生労働省院内感染対策サーベイランス事業（JANIS）

SSI 部門のデータを用いた腎臓手術における SSI 発生率

層別化の検討を行った。 

［山岸拓也］ 

 

12． 薬剤耐性菌に関する研究 

厚生労働科学研究「多剤耐性菌感染症の疫学と国内にお

ける対応策に関する研究」（研究代表者 大石和徳）の

一環として、大阪市内におけるカルバペネム耐性腸内細

菌科細菌の発生状況を調べた。また、多剤耐性緑膿菌ア

ウトブレイク事例調査に関する報告およびカルバペネム

耐性腸内細菌科細菌アウトブレイク事例調査に関する報

告を病原体検出情報で行った。 

［山岸拓也、FETP 金山敦宏、FETP 伊東宏明、FETP 福

住宗久、松井珠乃、大石和徳］ 

 

13. 急性脳炎の原因究明に関する研究 

新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業「日本

脳炎ならびに予防接種後を含む急性脳炎・脳症の実態・

病因解明に関する研究 （H25-新興-指定-006）」(研究代

表者 多屋馨子)の一環として、急性脳炎のサーベイラン

スのまとめを行った。また、研究倫理申請を行い、全国

から原因不明急性脳炎（脳症を含む）の検体を受け入れ

て、日本脳炎ウイルスの鑑別診断を実施するとともに、

multiplex PCR 法、NGS 検査を用いてエンテロウイルスを

含めた網羅的な病原体検索を行い、原因不明で届け出ら

れた急性脳炎(脳症を含む)の原因究明を行った。 

［多屋馨子、奥野英雄、佐藤弘、新井智、森野紗衣子、

田中佳織、山岸拓也、松井珠乃、砂川富正、FETP 伊東

宏明、黒田誠(病原体ゲノム解析センター)、片野晴隆(感

染病理部)、高崎智彦(ウイルス第一部)、倉根一郎（副所

長）、森島恒雄（岡山大学）、亀井聡（日本大学）］ 

 

14. 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の疫学研究 

厚生労働科学研究「SFTS の制圧に向けた総合的研究」（研

究代表者 倉田毅、研究分担者 西條政幸）の一環とし

て、感染症発生動向調査に報告された症例に関し、主治

医に呼びかけ症例情報を収集する研究を行った。 
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［山岸拓也、FETP 加藤博史、大石和徳、西條政幸（ウ

イルス第一部）］ 

 

15. 高病原性鳥インフルエンザの診断・治療に関する国

際連携研究 

厚生労働科学研究「高病原性鳥インフルエンザの診断・

治療に関する国際連携研究」（研究代表者 河内正治（国

立国際医療研究センター））の一環として、ベトナムのハ

ノイ国立小児病院の重症 ARDS 症例の疫学について性

別・年齢の観点からまとめた。 

［有馬雄三、松井珠乃］ 

 

16. 塹壕熱に関する研究 

厚生労働科学研究「感染症を媒介する節足動物の分布・

生息域の変化、感染リスクの把握に関する研究」（研究代

表者 澤邉京子、分担研究者 佐々木年則）の一環とし

て、東京都済生会中央病院においてシラミのバルトネラ

保菌割合、シラミありの患者のバルトネラ血清抗体価分

布、PCR での菌検出割合を調べた。 

［澤邉京子（昆虫医科学部）、佐々木年則（昆虫医科学

部）、久保田真由美（細菌第二部）、山岸拓也］ 

 

17. セアカゴケグモの疫学研究 

厚生労働科学研究「セアカゴケグモ咬傷患者発生状況の

把握」（研究代表者 一二三亨（香川医科大学）、分担研

究者 新井智）の一環として、基幹定点医療機関におい

て、2011-2013 年のセアカゴケグモ咬傷患者診療状況調

査データの解析を進めた。その結果、咬傷事例が増加し

ている可能性が示唆された。 

［新井智、山岸拓也、大石和徳］ 

 

18. デング熱国内感染症例発生時の疫学調査手法に関

する研究 

デング熱の国内感染事例が発生したのを受け、「デング

熱国内感染事例発生時の対応・対策の手引き地方公共団

体向け」を発出した。［木下一美、有馬雄三、島田智恵、

松井珠乃、砂川富正、大石和徳］ 

 

19. 新型インフルエンザ発生時リスクアセスメントに

必要な情報収集のメカニズム開発に関する研究 

新型インフルエンザ発生時に適切なリスクアセスメント

（以下、RA）を行うためには季節性インフルエンザの流

行時において、RA に必要な情報収集のメカニズムを整

理しておく必要がある。このため、厚生労働科学研究費

補助金（新興・再興（予防接種）研究事業）感染症発生

時の公衆衛生対策の社会的影響の予測及び対策の効果に

関する研究（谷口班）の分担研究として、基幹定点医療

機関における医療負荷の把握方法の検討と、入院サーベ

イランスの特性分析を行った。その結果、基幹定点医療

機関の医療負荷把握の実現可能な方法論が整理され、入

院サーベイランスの特性分析からは感染症発生動向調査

データに追加情報を付加することでよりよい解釈が行え

る可能性が示された。 

［松井珠乃、高橋琢理、砂川富正、大石和徳、谷口清州

（国立病院機構三重病院）］ 

 

IV. 予防接種ならびに予防接種で予防可能疾患におけ

る今後の感染症対策に関する研究麻疹、風疹ワクチ

ンに関する研究 

 

1. 麻疹ならびに風疹の予防に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「ワクチンにより予防可能な疾

患に対する予防接種の科学的根拠の確立及び対策の向上

に関する研究(研究代表者 大石和徳、研究分担者 多屋

馨子)」の研究の一貫として、麻疹についてはフィリピン

からの輸入例を発端とした国内地域流行について解析し

た。風疹については、2013 年に見られた 14,000 人を越

える大規模な風疹の流行により 45 人の CRS が報告され

たことを受けて、今後の風疹対策に資する疫学研究を行

い、成人男性が免疫を獲得する仕組みの構築が重要であ

ることを報告した。 

［多屋馨子、佐藤弘、新井智、奥野英雄、森野紗衣子、

砂川富正、高橋琢理、加納和彦、木下一美、有馬雄三、

斎藤剛仁、松井珠乃、神谷元、八幡裕一郎、山岸拓也、

島田智恵、FETP 伊東宏明、大石和徳］ 

 

2. 麻疹排除に向けた対策の構築ならびに実施 

麻疹排除目標の達成に向けて、国が定める「麻疹対策技

術支援チーム」として、国内で必要と考えられる様々な
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麻疹排除に関連する計画案の策定、および実施に携わっ

た。その代表的なものとして以下を挙げる。 

〈予防接種の徹底と接種率向上に向けた取り組み〉 

・ 自治体別の定期的な接種率の評価と還元（2013

年度最終評価・2014 年度上半期調査） 

・ 都道府県を対象とした麻疹対策に関する調査の

集計と解析（2014 年度調査） 

〈患者発生動向の評価〉 

・ 全数把握制度における麻疹患者発生の評価、解析

と定期的な還元 

〈集団発生対応〉 

・ 集団発生に対する技術的助言の実施 

〈その他の情報提供〉 

・ 都道府県における麻しん風しん対策会議等に関す

るガイドラインの作成 

［多屋馨子、砂川富正、中島一敏(東北大学)、大日康史、

菅原民枝、八幡裕一郎、山岸拓也、佐藤弘、新井智、奥

野英雄、森野紗衣子、山岸拓也、高橋琢理、加納和彦、

有馬雄三、木下一美、神谷元、島田智恵、松井珠乃、FETP

研修生 15 期&16 期、大石和徳］ 

 

3. わが国における麻疹排除に関する文書作成 

国の麻疹排除認定委員会の一員として、わが国の麻しん

排除に関する状況を説明する文書を作成し、WHO 西太

平洋事務局に提出するために、国の感染症対策専門機関

として他の関係者とともにデータ収集および分析に参加

し、文書作成に従事した。その報告書を元に WHO 西太

平洋地域事務局で審議された結果、2015 年 3 月 27 日に、

ブルネイ・ダルサラーム、カンボジアとともに日本も麻

疹排除状態にあることが認定された。当感染症疫学セン

ター内の関係者のみを記す。 

 ［砂川富正、佐藤弘、高橋琢理、多屋馨子］ 

 

4. 風疹に関する予防対策，今後の風疹ワクチンのあり

方に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金 (新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「ワクチンにより予防可能な疾

患に対する予防接種の科学的根拠の確立及び対策の向上

に関する研究 (研究代表者 大石和徳、研究分担者 平

原史樹)」の一貫として、先天性風疹症候群ならびに風疹

対策として、国内の風疹患者、抗体保有状況、予防接種

状況を検証し、2013 年の風疹流行と報告された CRS に

ついて検討した。 

［平原史樹(横浜市立大学)、奥田実加(国立病院機構横浜

医療センター)、駒瀬勝啓(ウイルス第三部)、森嘉生(ウイ

ルス第三部)、竹田誠(ウイルス第三部)、寺田喜平(川崎医

科大学)、種村光代(種村ウイメンズスクリニック)、川名

尚(帝京平成看護短期大学)、多屋馨子、岡部信彦（川崎

市健康安全研究所）、大石和徳］ 

 

5. 風疹排除に向けた対策の構築ならびに実施 

風疹に関する特定感染症予防指針に基づき、指針に関連

した 5 つのガイドラインの作成が完了し、ホームページ

に掲載した。その他、毎週の発生動向調査の速報グラフ

を作成しホームページに公表した。 

【ガイドライン】 

「職場に関する風しん対策ガイドライン」 

「医療機関における風しん対策ガイドライン」 

「医師による風しん・先天性風しん症候群届出ガイドラ

イン(第 1 版)」 

「風しん発生時対応ガイドライン」 

「都道府県における麻しん風しん対策会議等に関するガ

イドライン（第 1 版）」 

［多屋馨子、松井珠乃、砂川富正、中島一敏(東北大学)、

FETP 伊東宏明、奥野英雄、高橋琢理、有馬雄三、木下

一美、佐藤弘、新井智、神谷元、竹田誠（ウイルス第三

部）、森嘉生（ウイルス第三部）、大石和徳］ 

 

6. ワクチンの副反応に関する研究 

(１) 予防接種後副反応サーベイランスならびに迅速な

対策に繋げるための研究 

厚生労働科学研究委託費 医薬品等規制調和・評価研究

事業「ワクチン接種と重篤副反応の発生に関する疫学研

究 (研究代表者 多屋馨子)」の一環として、予防接種後

副反応報告に基づき、重篤副反応として血小板減少性紫

斑病症例 47 例の解析を行い、年齢、報告ワクチン、臨床

像等を検討した。接種後 7 日以内の発症、他疾患の関与

の可能性が記載例も多く、今後予防接種情報に加え、発

症時期と機序、流行感染症の関連の検討が必要と考えら
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れた。また、研究班で実施する症例対照研究の準備を行

った。 

［多屋馨子、森野紗衣子、倉根一郎(副所長)、中野貴司

（川崎医科大学）、越田理恵（金沢市保健局）、山縣然太

朗（山梨大学）、森雅亮（横浜市立大学）、安井良則(大阪

府済生会中津病院)、砂川富正、落合雅樹(検定検査品質

保証室)、神谷元、奥野英雄、佐藤弘、新井智、北本理恵、

田中佳織、安藤由香（児島市民病院）］ 

 

(２) ワクチン接種と乳幼児の突然死に関する疫学研究 

2011 年 3 月の Hib ワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンを

含む同時接種後に乳幼児が死亡したことをうけ、一時的

にワクチンの接種が見合わされる事態となった。様々な

検討が行われ、同年 4 月からワクチンは再開となったが、

国内ではワクチン接種と乳幼児の突然死に関する研究が

なかったことから、日本小児科学会、日本救急医学会の

協力を得て、国立感染症研究所で症例対象研究を実施す

ることとなった。2012 年 12 月から症例の報告が行われ

ており、全国の医療機関へ協力依頼を行い、現在症例を

収集中である。 

［多屋馨子、滝澤哲、玉元悠里、北本理恵、島田智恵、

池山優、青木啓太、新井智、佐藤弘、砂川富正、岡部信

彦（川崎市健康安全研究所）、岡田賢司（福岡歯科大学）、

市川光太郎（北九州市立八幡病院）、大石和徳］ 

 

(３) ワクチン接種に関するリスクコミュニケーション

に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「ワクチンにより予防可能な疾

患に対する予防接種の科学的根拠の確立及び対策の向上

に関する研究 (研究代表者 大石和徳、研究分担者 吉

川肇子)」の一環として、ワクチンの副反応に対する最適

な説明手法を検討するべく、ワクチンに関する説明介入

後のアンケート調査を行った。83 名の参加者があり、ワ

クチンに関する効果、副反応の説明の順序ではワクチン

効果への期待は変わらず、カレンダー説明ではワクチン

効果への期待に対する影響が見られた。  

［吉川肇子(慶応義塾大学)、奥野英雄、牧野友彦、佐藤

弘、大石和徳］ 

 

(４) 予防接種後副反応報告に基づいた予防接種の安全

性に関する研究 

予防接種法の改正により始まった副反応報告について、

様々な観点から集計、解析を行い、予防接種の安全性に

ついて検討を行った。集計・解析結果は、感染研の検定

検査業務委員会で 3 か月に一回発表した。また、集計結

果については、厚生労働省、医薬品医療機器総合機構と

も情報を共有し、今後のより良いサーベイランスのあり

方について検討を行った。 

［多屋馨子、奥野英雄、新井智、佐藤弘、森野紗衣子、

田中佳織、落合雅樹（品質保証・管理部）、内藤誠之郎

（品質保証・管理部）、藤田賢太郎（品質保証・管理部）、

加藤篤（品質保証・管理部）,大石和徳］ 

 

(５) ロタウイルスワクチンと腸重積症に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「ワクチンにより予防可能な

疾患に対する予防接種の科学的根拠の確立及び対策の

向上に関する研究 (研究代表者 大石和徳、研究分担者 

砂川富正)」の一貫として、2011 年に任意接種として接

種可能になったロタウイルスワクチンの副反応の 1 つ

に挙げられている腸重積症に関してこれまでわが国に

は体系化された全国規模のサーベイランスは実施され

ていなかった。今年度全国 9 道県における腸重積症の積

極的サーベイランスを構築し、2007 年から 2011 年まで

の過去 5 年間の腸重積症、並びに 2012 年以降に関して

は腸重積症患者を診断するたびにサーベイランスに報

告してもらった。前年度に引き続き、わが国の腸重積症

の推移についての情報を分析中である。 

［砂川富正、神谷 元、河野有希、多屋馨子、大日康史、 

菅原民枝、岡部信彦（川崎市健康安全研究所）、大石和徳］ 

 

(６) 海外における予防接種後健康被害対応体制の実態

に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金 (新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「予防接種後副反応サーベイラ

ンスの効果的な運用とその行政的な活用のあり方に関す

る研究(研究代表者 多屋馨子)の一環として、今年度は

WHO 西太平洋事務局において 2013 年に改訂された予防

接種後副反応（Adverse Event Following Immunization: 以
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下、AEFI と略す）に関する文書を翻訳し、国内の AEFI

事象をモニタリングするうえでの資料とした。また、HPV

ワクチンの積極的勧奨差し控えに対する海外の反応に関

する情報を得た。海外のワクチン反対グループからの一

方的な引用材料となっており、単に「一時的な積極的接

種勧奨差し控え」であったことは伝わっていなかった。

国内からの情報発信が不十分であることが示唆された。

この背景には国内における AEFI に対する包括的な対応

体制が十分整備されていないことがそもそもの要因であ

ると考えられた。 

［砂川富正、神谷 元、多屋馨子］ 

 

7. 小児侵襲性肺炎球菌感染症患者の感染血清型に対

する血清中特異抗体測定 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「研究 (研究代表者 庵原俊昭、

研究分担者 大石和徳)」の一環として7価肺炎球菌結合

型ワクチン接種後の小児侵襲性肺炎球菌感染症患者の感

染血清型に対する血清中血清型特異IgG測定とオプソニ

ン活性を測定し、患者の発症時の血清型特異的オプソニ

ン活性が低値であることを明らかにした。 

［明田幸宏（大阪大学微生物病研究所）、大石和徳］ 

 

8. 高齢者及び骨髄移植患者における肺炎球菌ワクチ

ン接種後の血清型特異抗体測定の検討 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「ワクチンにより予防可能な疾患

に対する予防接種の科学的根拠の確立及び対策の向上に

関する研究(研究代表者 大石和徳、分担研究者 明田幸

宏)」の一環として高齢者及び骨髄移植患者における肺炎

球菌ワクチン接種後の肺炎球菌血清型特異 IgG 及びオプ

ソニン活性の評価を行った。[沖中敬二、福田隆浩（国立

がん研究センター中央病院）、南宮湖（慶應義塾大学呼吸

器内科）、明田幸宏（大阪大学微生物病研究所）、大石和

徳］ 

 

9. 成人の侵襲性肺炎球菌感染症、侵襲性インフルエン

ザ菌感染症の臨床像と原因菌の血清型分布に関す

る研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「成人の重症肺炎サーベイラン

ス構築に関する研究」 (研究代表者 大石和徳)」の一環

として、平成 25 年度より 10 道県の成人の侵襲性肺炎球

菌感染症、侵襲性インフルエンザ菌感染症の臨床像と原

因菌の血清型分布の調査を開始した。平成 25 年度の研究

から、成人侵襲性肺炎球菌感染症における原因菌の血清

型置換の可能性が示唆された。また、長崎県上五島町で

は成人の肺炎球菌性肺炎の頻度について調査を開始した。 

[松井珠乃、砂川富正、高橋琢理、石岡大成、木村博一、

大石和徳］ 

 

10. ワクチン予防可能疾患における予防接種の費用対

効果分析 

ワクチン予防可能疾患における予防接種の費用対効果分

析をインフルエンザ、水痘、Hib ワクチンなどを対象に実

施してきたが、それ以外の任意接種に関しても行い総合的

に検討した。評価の視点において、社会的視点の重要性を

検討した。［大日康史、菅原民枝、大石和徳］ 

 

11. 流行下における百日咳ワクチン有効性に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金「予防接種に関するワクチンの

有効性・安全性等についての分析疫学研究（研究代表者 

廣田良夫）の分担研究として、高知県須崎市の唯一の病原

体定点であるもりはた小児科受診者を対象に、百日咳流行

下の無菌体百日咳ワクチン（実際には DPT 混合ワクチン）

の有効性を検討した（2012 年 1～12 月、症例対照研究）。

分析疫学の対象者は、同小児科で百日咳疑いと診断され、

衛生研究所で検査診断を受けた 15 歳未満の者 317 人（男

160、女 157、年齢中央値 6.5）である。同小児科で記録さ

れたカルテ情報、百日咳強化サーベイランス期間の届出表、

衛生研究所における検査記録を用いて、ワクチン接種状況、

現病歴、検査結果を調査した。アウトカムは、「百日咳菌

LAMP 法陽性（同時のマイコプラズマ陽性を除く）」とし、

ロジスティック回帰分析により乳幼児期のワクチン接種

のオッズ比（95％信頼区間）、Vaccine Effectiveness(VE)を

求めた。乳幼児期の DPT ワクチンの粗のオッズ比および

VE は DPT3 回接種群、DPT4 回接種群について、それぞ

れ 0.28（95%C: I 0.10-0.79）、72%、0.32（95%C: 0.14-0.73）、

68%となり、全体として 3 回以上で有意なワクチン有効性

が見出された。性別に加えて、年齢調整を 5 歳および 12
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歳で区切った場合には、乳幼児期の DPT ワクチンのオッ

ズ比および VE は DPT3 回接種群、DPT4 回接種群につい

て、それぞれ VE は 70 ～80%となり、国内で使用されて

いる無菌体ワクチンの早期な使用が特に乳児に対する発

症予防となることが認められた。ただし、調査対象となっ

た者の年齢中央値が 6.5 歳であったことから、青年・成人

層におけるワクチン効果については本研究からは推察出

来なかった。本調査は、高知県での百日咳強化サーベイラ

ンス事業に関連する研究であることから、高知県内でさら

に後方視的な情報収集を行うことを予定している。 

［砂川富正、齊藤剛仁、神谷 元、八幡裕一郎、安藤由香

（岡山赤十字病院）、大平文人（大阪府健康医療部）、土

橋酉紀（岡山県健康福祉部）、蒲地一成（細菌第二部）、

森畑東洋一（もりはた小児科）、松本道明（高知県衛生研

究所）］ 

 

12. 国内未承認の新興感染症ワクチンの国内利用に関

する研究 

「新興感染症ワクチン等の品質及び有効性評価手法の検

討に関する研究」（研究代表者 山口照英（国立医薬品食

品衛生研究所））の分担研究「トラベラーズワクチン等の

開発手法の検討」（分担研究者尾内一信川崎医科大学小児

科教授）において海外で利用されているが国内で承認さ

れていないワクチンの国内利用に向けた課題を検討した。 

［山岸拓也］ 

 

13. 不活化ポリオワクチン導入後の予防接種状況およ

び抗体保有状況の検討 

厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業）による研究班（研究代表者 清

水博之、研究分担者 多屋馨子）」において、不活化ポリ

オワクチン導入後の予防接種状況および抗体保有状況に

ついて検討を行った。 

2013 年度ポリオ感受性調査（感染症流行予測調査事業に

より実施）によって得られたデータを解析した結果、5

歳未満（接種歴が不明であった者を除く 0 歳 29 名、1 歳

108 名、2 歳 67 名、3 歳 70 名、4 歳は 47 名）のすべての

年齢で 95%以上の者にポリオワクチン（OPV あるいは

IPV 含有ワクチン）の 1 回以上の接種歴があった。また、

接種したワクチンの種類と回数が明らかな者において、0

歳児（100%：15 名すべて）および 1 歳児（91%：64 名

中 58 名）は IPV 含有ワクチンのみを接種した割合が高

く、2 歳児（43 名）は OPV のみ（42%：18 名）と IPV

含有ワクチンのみ（37%：16 名）の接種者が同程度であ

った。一方、3 歳児（76%：46 名中 35 名）および 4 歳児

（95%：21 名中 20 名）は OPV のみを接種した割合が高

かった。次に、抗体保有状況（中和抗体価 1:4 以上）に

ついてみると、1～4 歳児では 1 型や 2 型と比較して 3 型

に対する抗体保有率が低かったが、0 歳児ではいずれの

血清型に対しても高い抗体保有率であった。 

［佐藤弘、多屋馨子、清水博之（ウイルス第二部）］ 

 

V. 病原体等の研究 

 

1. インフルエンザ菌 b 型の抗体保有調査 

抗体保有率と患者発生の関連を検討するため、既に実施

した 1980 年度、1995 年度、2010 年度採血血清に加え 2012

年度採血血清についてもインフルエンザ菌 b型(Hib)に対

する抗体保有調査を行った。 

［新井智、荒木和子、佐藤弘、多屋馨子、大石和徳］ 

 

2. インフルエンザ、ロタウイルスの迅速診断キットに

関する検討 

厚生労働科学研究費補助金医薬品･医療機器等レギュラ

トリーサイエンス総合研究事業「ウイルス検出を目的と

した体外診断薬の再評価技術基盤に関する研究」(研究代

表者 浜口功、研究分担者 多屋馨子)の分担研究として、

国内で市販されているインフルエンザおよびロタウイル

スの迅速診断キットの検出感度を調べた。 

［佐藤弘、奥野英雄、荒木和子、新井智、大石和徳、多

屋馨子］ 

 

3. 新規ハンタウイルスの検出 

未知の感染症対策の一環として国内外の新規ハンタウイ

ルスの検索を行った。既に検出したウイルスについて、

全長配列の決定を進めた。 

［新井智、佐藤弘、荒木和子、多屋馨子、大石和徳(感染

症疫学センター )、森川茂 (獣医科学部 )、Son Truong 

Nguyen(ベトナム、 Institute of Ecology and Biological 

Resources)、大館智志(北大)、RichardYanagihara(米国ハワ
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イ大学医学部)］ 

 

4. ウイルス-宿主の共進化の解析 

ウイルス変異予測を行うために、昨年度に続き、ベトナ

ム、ミャンマー、モンゴルおよび日本に生息する野生小

動物のウイルスについて、自然宿主とそのウイルス多様

性について共進化を視点に解析した。 

［新井智、佐藤弘、荒木和子、多屋馨子、大石和徳(感染

症疫学センター)、Son Truong Nguyen(ベトナム、Institute 

of Ecology and Biological Resources)、大館智志(北大)、

Richard Yanagihara(米国ハワイ大学医学部)］ 

 

5. 性感染症におけるアデノウイルスの実態調査及び

分子疫学的研究 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）「性感染症にお

けるアデノウイルスの実態調査及び分子疫学的研究（研

究代表者 花岡希）」の一環として、アデノウイルスの性

感染症への関与等について、他のバクテリア等との相関

関係についての解析を行うための簡便な PCR 法を基に

した網羅的な原因微生物検出スクリーニング系を構築し

た。また、新規臨床検体採集について、倫理審査承認を

経て検体の採取及び解析を行った。 

［花岡希、藤本嗣人、伊藤晋(あいクリニック)］ 

 

6. 日本および世界で流行しているエンテロウイルイ

ス 71 のサブジェノグループとその活用法に関する

検討 

厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業）「不活化ポリオワクチン及び国

内外で進められている新規腸管ウイルスワクチン開発に

関する研究（研究分担者 藤本嗣人）」の一環として、エ

ンテロウイルス 71(EV71)は世界、ことにアジアを中心に

手足口病とともに髄膜炎、さらに重症な場合は脳炎や麻

痺を引き起こす。そのため、従来の血清型別に加えて、

VP1 領域の塩基配列に基づくサブジェノグループを明ら

かにすることが世界的に行われている。日本において感

染症発生動向調査における病原体検出情報において

EV71 の分離同定結果が報告されている。しかしサブジ

ェノグループの報告システムはない。感染症発生動向調

査の病原体検査においてサブジェノグループを報告する

仕組みを作ることが可能か否かを検討したところ、感染

症発生動向調査の病原体個票の「その他生化学的性状」

の欄に記入することで対応可能なことが分かった。サブ

ジェノグループは系統樹解析により決定されるので、

EV71 の配列情報の決定と収集が重要であり、高感度で

VP1 領域を含む長い範囲の配列を決定できる手法と報告

システムの確立が重要と考えられた。 

 ［藤本嗣人、花岡希、加納和彦、椎野 禎一郎、荻 美

貴(兵庫県健康生活科学研)、牧野友彦、小長谷昌未］ 

 

7. アデノウイルスレファレンス活動改善のためのア

ンケート 

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症及び予防

接種政策推進研究事業）「国内の病原体サーベイランスに

資する機能的なラボネットワークの強化に関する研究」

班(研究分担者 藤本嗣人)の一環として全国地方衛生研

究所にアデノウイルスに関するアンケート調査を実施し

た。アデノウイルスは、日本において新型の検出頻度が

高いことが推定されているが、同定型別法は新型アデノ

ウイルスの出現により複雑化（フルゲノムか、部分配列

で良いか）している。そこで、地方衛生研究所における

アデノウイルス検出・同定法に関してアンケート調査を

おこなって結果をまとめた。日本においては、ウイルス

分離が 84％で行われており、型別は感染症研究所のマニ

ュアルで実施している施設が 86%を占めた。レファレン

ス活動への要望として、精度管理や、マニュアルを分か

りやすくしてほしいという意見があった。 

[藤本嗣人、花岡希、小長谷昌未、アデノウイルスレファ

レンスセンター、全国地方衛生研究所] 

 

8. 下痢症ウイルスの分子疫学と感染制御に関する研究 

平成 26 年度厚生労働科学研究委託費（新興・再興感染症

に対する革新的医薬品等開発研究事業 研究代表者 片

山和彦 研究分担者 木村博一）の一環として、下痢症

ウイルス流行の分子疫学に関する研究を行った。本課題

研究において、今年度は、ノロウイルス GI(NoVGI)のキ

ャプシド遺伝子の分子進化に関する研究を行った。その

結果、NoVGI の 9 遺伝子型は 3 系統に分類され、解析遺

伝子の進化速度は約 10-3 塩基置換/サイト/年であること

がわかった。[木村博一、片山和彦（ウイルス第 2 部）、
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全国地方衛生研究所] 

 

9. 成人市中肺炎・喘息増悪における呼吸器ウイルスの

関与に関する研究 

成人市中肺炎(CAP)の原因は、細菌(肺炎球菌や Hib)が主

な原因であるとされる。しかし、一定の割合で CAP に呼

吸器ウイルスが関与することも示唆されているが不明な

点が多い。また、成人喘息の増悪時に、種々の呼吸器ウ

イルス感染が関与することが示唆されるがやはり不明な

点が多い。そこで、成人における CAP あるいは喘息増悪

時に関与する呼吸器ウイルスを網羅的に検出した。その

結果、両疾患において、細菌は約半数例から検出される

とともに、10～20%の割合で RSV やヒトライノウイルス

が検出され、これらの疾患に呼吸器ウイルスが少なから

ず関与することが推定された。また、ウイルス感染によ

る CAP は呼吸障害が強い傾向にあることも示唆された。

［木村博一、野田雅博、石岡大成、大石和徳、石井晴之、

倉井大輔、皿谷健、滝澤始（杏林大学呼吸器内科）］ 

 

10. 地方衛生研究所における病原微生物検査の外部精度

管理の導入と継続的実施のための事業体制の構築に

関する研究 

平成 26 年度厚生労働科学研究の一環として、地方衛生研

究所におけるウイルス検査精度管理に資する研究（研究代

表者 佐多徹太郎 研究分担者 木村博一）を行った。今

年度は、59 機関の参加を得て、定量ノロウイルスリアル

タイム PCR 法の外部精度管理を実施した（詳細は本研究

班報告書を参照）。[木村博一、野田雅博、小澤邦壽、塚越

博之（群馬県衛生環境研究所）、調恒明（山口県環境保健

センター）、佐多徹太郎（富山県衛生研究所）] 

 

VI. 学会等の中での研究、貢献 

１． 日本感染症学会 

2013~2014 年度の本部理事、2014 年度ワクチン委員会委

員長、危機管理委員会委員長として学会活動に貢献した。

［大石和徳］ 

2014 年度ワクチン委員会委員として予防接種に関する検

討・啓発を行った。 

［多屋馨子］ 

 

2．日本ワクチン学会 

2014 年度理事として学会活動を行った。 

［多屋馨子］ 

Vaccine 誌編集委員として学会活動を行った。 

［多屋馨子、大石和徳］ 

 

3．日本小児科学会 

2014 年度予防接種・感染対策委員会専門委員として予

防接種ならびに小児感染症に関して毎月検討を行った。 

［多屋馨子］ 

 

4．日本小児感染症学会 

理事・評議員として学会活動を行った。 

［多屋馨子］ 

感染症情報委員会委員として活動した。 

［多屋馨子（委員長：2013 年 1 月～）・山下和予］ 

研究教育委員会委員として小児感染症分野の教育研究

に関する研修会の開催、小児感染症の研究に関する啓発

等を行った。 

［多屋馨子］ 

将来計画委員会委員として活動した。 

［多屋馨子］ 

 

5．日本ウイルス学会 

理事として学会活動を行った。 

［多屋馨子］ 

ワクチン専門委員会委員として予防接種に関する検

討・啓発を行った。 

［多屋馨子］ 

 

6．日本小児保健協会 

予防接種・感染症委員会委員として予防接種に関する検

討・啓発を行った。 

［多屋馨子］ 

 

7．日本公衆衛生学会 

感染症対策専門委員として公衆衛生分野の感染症に関す

る検討・啓発を行った。 

［砂川富正］ 

 



感染症疫学センター 

8．日本熱帯医学会 

学会副理事長、理事として、学会運営を進めてきた。 

［大石和徳］ 

 

9．日本呼吸器学会 

代議員及び呼吸器ワクチンワーキング委員長として、

呼吸器感染症ワクチンの諸問題について貢献した。 

［大石和徳］ 

 

サーベイランス業務 

I. 感染症発生動向調査事業の実施および情報の還元 

平成 11 年 4 月施行の｢感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律｣(平成 15 年 11 月、平成 17 年

4 月、平成 19 年 4 月・6 月、平成 20 年 1 月・5 月改正法

施行)に基づき、対象疾患を診断した医師、保健所、地方

感染症情報センター(都道府県、政令市に設置)、地方衛

生研究所、国立感染症研究所病原体検査部門、厚生労働

省と連携し、感染症発生動向調査事業を実施している。 

 

1. 感染症発生動向調査 (患者情報 )全国データの集

計・解析・還元 

感染症発生動向調査事業において、感染症疫学センター

は中央感染症情報センターとして、全数把握疾患及び週

単位定点把握疾患については毎週 1 回、月単位定点把握

疾患については毎月 1 回、全国データを集計し、各自治

体に還元している。また、データの内容の確認及び解析

を行い、感染症週報(IDWR)や病原微生物検出情報(IASR)

として情報を公開するとともに、得られた情報を地方自

治体と連携して必要な感染症対策へつないでいる。 

［砂川富正、齊藤剛仁、加納和彦、高橋琢理、有馬雄三、

木下一美、中里篤、加藤信子、佐藤弘、多屋馨子、FETP

研修生 14 期&15 期生、八幡裕一郎、山岸拓也、中島一

敏、宮間浩史、大竹由里子、前田明日香、赤塚昌江、加

藤信子、野地元子、徳永真里子、大石和徳］ 

 

2. 感染症週報・月報の作成・発行 

｢感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関す

る法律｣の主旨のもとに、感染症週報の発行を継続してお

り、当感染症情報センターのホームページ上に PDF 版と

HTML 版とで掲載している。 

感染症週報には「発生動向総覧」以外に、「注目すべき

感染症」としてその時々で問題となる感染症を取り扱っ

てきたが、｢感染症の話｣として感染症法に規定された疾

患など感染症の解説を行い、「読者のコーナー」として外

部からの問い合わせのあった質問や投稿などを多くの読

者に公開している。さらに、1-2 件取り上げ、詳細な解

説を行い、｢病原体情報｣として、掲載している。また、

「速報」では、主に地方衛生研究所から投稿される、国

内で問題となったアウトブレイクに関する最新の記事、

個々の疾患の発生動向のまとめなどを掲載し、｢海外感染

症情報｣として WHO の感染症アウトブレイクニュース、

インフルエンザ流行状況に関する記事を紹介している。

性感染症、薬剤耐性菌に関しては 1 カ月に一回週報に月

報として追加で紹介している。 

年報の編集として 2012 年の患者発生動向に関する全

疾患の集計作業を実施し、公開した。 

［砂川富正、齊藤剛仁、加納和彦、高橋琢理、木下一美、

有馬雄三、大竹由里子、前田明日香、佐藤弘、赤塚昌江、

野地元子、徳永真里子、FETP 研修生 14 期&15 期生、八

幡裕一郎、山岸拓也、中島一敏、牧野友彦、多屋馨子、

重松美加、加藤信子、中里篤、大石和徳］ 

 

3. 病原体情報の収集と月報・年報の作成 

病原微生物検出情報事務局において、病原体情報センタ

ー業務として、オンラインによる報告票の確認、問い合

わせ、データベースの管理、集計解析、月報および年報

の作成、配布に関する一連の作業を継続的に実施した。 

①情報処理：NESID の病原体検出情報システムに登録さ

れた新しいデータの確認と公開処理を毎日行なった。201

４年 1 月－201４年 12 月の病原体検出報告数（2015 年 8

月 11 日現在）は、病原菌検出報告(３A：地研・保健所)

は 4,248 件、病原体個票は病原菌(原虫・寄生虫を含む)

が地研・保健所 3,376 件、ウイルス(リケッチア，クラミ

ジアを含む)が地研 25.050 件(うち最多はインフルエンザ

A(H3)で 3,454)、検疫所 15 件（ウイルス、原虫）、集団発

生病原体票は病原菌等が地研 203 件、ウイルス等が地研

737 件、ヒト以外からの病原体検出票は病原菌等が地研

339 件、ウイルス等が地研 46 件であった。 

②月報の編集：本年度中に病原微生物検出情報月報が 12

号(第 35 巻)および第 34 巻索引が編集・印刷発行された。
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特集記事については英訳を行い同時に掲載した。 

 

 ［木下一美、赤塚昌江、加藤信子、野地元子、徳永真里

子、齊藤剛仁、高橋琢理、加納和彦、有馬雄三、砂川富

正、大石和徳］ 

 

4. 感染症発生動向調査週報・月報速報データの作成・

公開 

感染症発生動向調査により集計された報告数を、感染症

週報での公開(通常金曜日)より早く公開するため、2008

年第 47 週から、速報データとしての公開を(通常火曜日)

実施している。また、インフルエンザについては、新型

インフルエンザ発生を受け、2009 年第 42 週からはより

早い公開(週報の一週間前の金曜日)を実施している。 

［前田明日香、大竹由里子、佐藤 弘、高橋琢理、砂川

富正］ 

 

5. インフルエンザ流行レベルマップの作成 

感染症発生動向調査により得られた全国のインフルエン

ザ患者発生動向を、過去の患者発生状況をもとに設けら

れた基準値に基づいて解析し、保健所ごとに警報レベル、

注意報レベルを超えたことを情報還元するための「イン

フルエンザ流行レベルマップ」を作成し、毎週火曜日に

感染症疫学センターのホームページ上に公開した。コメ

ント欄には、最新の患者発生状況と病原体情報から得ら

れたインフルエンザウイルス分離結果を合わせて掲載し

た。2014/2015 年シーズンのインフルエンザは前シーズ

ンと異なり A/H3 亜型が最も多かった。高齢者の罹患数

増加に伴う超過死亡の発生が観察された。これらのイン

フルエンザ流行に関する情報について、インフルエンザ

流行レベルマップ上で迅速に情報発信を行なっていった。

インフルエンザ流行レベルマップは、全国のインフルエ

ンザの最新の発生動向を掲載するものであり、流行期間

中は、ホームページ上に掲載されるとすぐにメディアに

取り上げられ、全国に情報還元されていた。また、定点

当たり患者数と推定受診患者数ピークの乖離が発生し、

その原因などについて分析した。 

［砂川富正、高橋琢理、大竹由里子、前田明日香、有馬

雄三、加藤信子、中里篤、宮間浩史、大石和徳］ 

 

6. 腸管出血性大腸菌感染症速報(表・グラフ・マップ)

の作成 

感染症発生動向調査により得られた腸管出血性大腸菌感

染症報告をもとに表、グラフ、日本地図を作成し、毎週

火曜日に感染症情報センターのホームページ上に公開し

た。この公開は 2009年第19週から開始したものであり、

①週別報告数(第 1 週～当該週の棒グラフ)、②都道府県

別・血清型(Ｏ157、Ｏ26、Ｏ111)別報告数(当該週の集計

表)、③都道府県別・血清型(Ｏ157、Ｏ26、Ｏ111)別累積

報告数(第 1 週～当該週累積分の集計表)、④都道府県別

累積報告数(第 1 週～当該週累積分の日本地図)、⑤週別・

都道府県別報告状況(第 1 週～当該週の週毎の日本地図)

の 5 種類の作成を行った。 

［齊藤剛仁、加納和彦、前田明日香、砂川富正］ 

 

7. 麻しん報告数の WHO 西太平洋事務局への報告 

感染症発生動向調査により得られた麻しんの報告数をも

とに、WHO の報告形式に適合した集計表を月毎に作成

し、WHO 西太平洋事務局に報告した。 

［砂川富正、木下一美、高橋琢理］ 

 

8. サーベイランスのデータ分析と還元 

サーベイランスデータの分析、アウトブレイクの検出と

リスク評価、対応、情報発信等を実施した。 

［砂川富正、高橋琢理、有馬雄三、加納和彦、齊藤剛仁、

木下一美、大竹由里子、赤塚昌江、FETP 一同、松井珠

乃、山岸拓也、八幡裕一郎、神谷元、島田智恵、多屋馨

子、奥野英雄、大石和徳］ 

 

9. 麻しんおよび風しん速報(グラフ・マップ)の作成・

公開 

感染症発生動向調査により得られた麻しんおよび風しん

の報告をもとにグラフ及び日本地図を作成し、毎週火曜

日に感染症疫学センターのホームページ上に公開した。

麻しんの速報グラフの公開は2008年第3週から開始した

ものであり、①週別累積報告数（第 1 週～当該週の折れ

線グラフ）、②週別報告数(第 1 週～当該週の棒グラフ)、

③都道府県別報告数病型別報告数(当該週分の棒グラフ)、

④都道府県別病型別累積報告数(第 1 週～当該週累積分

の棒グラフ)、⑤都道府県接種歴別累積報告数(第 1 週～
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当該週累積分の棒グラフ)、⑥年齢群別接種歴別累積報告

数(第 1 週～当該週累積分の棒グラフ)、⑦年齢群別累積

報告数割合(第 1 週～当該週累積報告分の円グラフ)、⑧

週別推定感染地域(国内・外)別累積報告数(第 1 週～当該

週累積分の棒グラフ)、⑨都道府県別人口 100 万人あたり

報告数(第 1 週～当該週累積分の棒グラフ)(2011 年第 13

週より追加)、⑩都道府県別報告状況(第 1 週～当該週の

週毎の日本地図)を作成した(2015年 3月現在 10種類のグ

ラフ・マップ)。 

風しんの速報グラフの公開は 2012 年第 19 週から開始し

たものであり、①週別累積報告数（第 1 週～当該週の折

れ線グラフ）、②週別報告数(第 1週～当該週の棒グラフ)、

③都道府県別報告数病型別報告数(当該週分の棒グラフ)、

④都道府県別病型別累積報告数(第 1 週～当該週累積分

の棒グラフ)、⑤接種歴別男女別累積報告数(第 1 週～当

該週累積分の棒グラフ)、⑥年齢群別男女別累積報告数

(第 1 週～当該週累積分の棒グラフ)、⑦週別推定感染地

域(国内・外)別累積報告数(第 1 週～当該週累積分の棒グ

ラフ)、⑧都道府県別人口 100 万人あたり報告数(第 1 週

～当該週累積分の棒グラフ)、⑨都道府県別報告状況(第 1

週～当該週の週毎の日本地図)を作成した(2015 年 3 月現

在 9 種類のグラフ・マップ)。 

［多屋馨子、新井智、佐藤弘、加納和彦、前田明日香、

田中佳織］ 

 

10．検査マニュアル 

アデノウイルス検査マニュアルの整備を実施するため、

地方衛生研究所からの意見をまとめた。現在のマニュア

ル ver.2 に関して、うまく行かない事例や要望をまとめた。 

［花岡希、藤本嗣人、全国地方衛生研究所］ 

 

II. 感染症発生動向調査のシステムに関する業務 

「感染症の患者の予防及び感染症の患者に対する医療

に関する法律」に基づく、感染症発生動向調査は、1999

年 4 月の法制定以降、厚生労働行政総合情報システム

(WISH)上に構築され運用されていたが、システム稼動後

の法改正に未対応の部分がある等の課題があったことか

ら、再構築することとなり、2006 年 4 月に新たなシステ

ム(NESID)が稼動開始された。NESID システムでは、中

央データサーバーに、感染症発生動向調査(患者情報及び

病原体検出情報)にとどまらず、疑い症例調査支援、症候

群サーベイランス、感染症流行予測調査、インフルエン

ザ関連死亡、インフルエンザ施設別発生状況、さらに結

核登録者情報に関する複数のシステムが統合され、一元

的に管理されている。 

 

1. 感染症発生動向調査(患者情報)システム 

 

2. 病原体検出情報システム 

新しく発見された病原体や型別追加に対応するため、随

時コードの追加・変更を行って（重症熱性血小板減少症

候群（SFTS）ウイルス、中東呼吸器症候群ウイルス

（MERS-CoV）、サフォードウイルスなど）、最近の情報

の収集・還元・公開を可能にしている。 

［加納和彦、木下一美、赤塚昌江、徳永真里子、野地元

子、砂川富正］ 

 

3. 感染症流行予測調査システム 

2006年 4月から運用開始した感染症流行予測調査システ

ムは、2010 年度および 2012 年に不具合・改善要望等に

対応するため大きな改修を行った。その間にもワクチン

の追加や廃止、接種回数の変更等、システムに登録する

情報に大きな変化があったが、適宜対応してきた。今後

も調査疾病の追加やワクチンの追加等が予想されるが、

その都度対応策を検討していく。また、現在は感受性調

査のみがシステム化されているが、将来的には感染源調

査もシステム化し、セントラルデータベースでデータの

一元管理ができるよう実現化に向けて検討を重ねている。 

［北本理恵、佐藤弘、新井智、多屋馨子］ 

 

III. 感染症に関する情報収集・発信業務 

1. 各種疾患別情報および新着情報などのインターネ

ットホームページへの掲載、更新、維持 

感染症発生動向調査の各種集計および解析結果、時系列

グラフ、地図グラフをホームページ上に掲載し、定期的

に更新、維持管理を行った。また、各種疾患別情報およ

び新着情報についても内容を検討し、維持管理を行った。 

［前田明日香、大竹由里子、齊藤剛仁、加納和彦、椎野

貞一郎、加藤信子、砂川富正、大石和徳］ 
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2. インターネット等による病原体情報の提供 

①感染研ホームページのリニューアルに伴う「病原体検

出情報」ホームページの移行とリニューアルを行った。 

②「病原微生物検出情報(IASR)」ホームページに、印刷

版と平行して毎月 HTML 版と PDF 版 の病原微生物検出

情報月報を国内外に提供した。また、病原体名、疾病名

から検索できる月報特集記事索引(日、英)を毎月更新し

て掲載した。 

③病原体情報報告機関に対して、迅速に情報を還元する

ために、毎日 NESID の病原体検出情報システムに登録さ

れたデータの還元情報速報閲覧と定型帳票ダウンロード

のページを更新した。 

④オンラインで随時報告されるデータの追加・変更を反

映させた速報グラフと集計表および累積データに基づく

統計表とグラフを IASR ホームページに掲載した(NESID

の病原体検出情報システムで作成される定型帳票のグラ

フと集計表については毎日更新)。 

⑤地方衛生研究所（地研）などから提供された速報記事

を随時 IASR ホームページに掲載した。 

⑥地研からの病原体個票によるインフルエンザウイルス

分離報告を集計し、日本の週別型別分離数データとして

WHO の Flu Net へのアップロードを流行期間中毎週行っ

た。 

⑦地研からの病原体個票による麻疹ウイルス分離・検出

報告、風疹ウイルス分離・検出報告、インフルエンザウ

イルス分離・検出報告、ノロウイルス検出報告を集計し、

グラフとともに速報として随時 IASR ホームページに掲

載した。 

⑧地研と検疫所の検査情報担当者メーリングリストを更

新し、毎月の予定やシステム運用の連絡、インフルエン

ザウイルス研究センターから地研への連絡、速報記事掲

載のお知らせ、FluNet・インフルエンザウイルス検出速

報・麻疹ウイルス検出速報・風疹ウイルス検出速報・ノ

ロウイルス検出速報の更新のお知らせなどウイルス担当

者や細菌検査担当者への情報提供を行った。米国での発

生が話題となったエンテロウイルス 68 型に関する主な

知見と国内の疫学状況をまとめた。 

［木下一美、赤塚昌江、徳永真理子、野地元子、砂川富

正、大石和徳］ 

 

3. 海外感染症情報の収集と評価 

WER(WHO) 、 MMWR( 米 国 CDC) 、 Eurosurveillance 

Weekly(EU) 、 Health Protection Report( 英 国 ) 、 Health 

Protection Scotland Weekly Report(スコットランド )、

Communicable Disease Intelligence(豪州)、あるいは、その

他種々のウエブページ上での感染症情報を収集･評価し

た。 

［FETP 研修生 15 期&16 期生、齊藤剛仁、菅原民枝、佐

藤弘、花岡希、砂川富正、有馬雄三、八幡裕一郎、山岸

拓也、新井智、大日康史、牧野友彦、加納和彦、奥野英

雄、多屋馨子、藤本嗣人、大石和徳］ 

 

4. 感染症流行時の情報発信 

感染症疫学センターのホームページ（特にトップページ）

を利用しての効果的な情報発信の工夫に努めた。デング

熱、エボラ出血熱、MERS コロナウイルス感染症、腸管

出血性大腸菌感染症、などが追加するように努めた。 

［砂川富正、齊藤剛仁、木下一美、高橋琢理、有馬雄三、

加納和彦、椎野偵一郎、大竹由里子、前田明日香、新井 

智、佐藤 弘、多屋馨子、松井珠乃、島田智恵、八幡裕

一郎、山岸拓也、菅原民枝、大日康史、FETP 研修生 14&15

期生、大石和徳］ 

 

5. 麻疹施設別発生状況の確認 

厚生労働省が事業として実施している、麻しんの学校等

における調査(保育園、幼稚園、小学校、中学校、高等学

校等における麻疹による欠席者数、休校・学年閉鎖・学

級閉鎖のあった施設数)の結果について毎週確認を行っ

た。 

［大竹由里子、中里篤、多屋馨子］ 

 

IV. 感染症流行予測調査事業に関する業務 

1. 感染症流行予測調査報告書の作成 

厚生労働省健康局結核感染症課及び感染研関係各部と共

同で、平成 24 年度(2012 年度)報告書を作成した。 

［多屋馨子、佐藤弘、北本理恵、荒木和子、新井智、奥

野英雄、森野紗衣子、大石和徳］ 

 

2. 感染症流行予測調査結果の発信 

2014 年度感染症流行予測調査のうち、インフルエンザ抗
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体保有状況については 2014 年 11 月 18 日から 12 月 26

日までに計 3 回、ブタの日本脳炎抗体保有状況について

は 2014 年 7 月 14 日から 10 月 27 日まで計 14 回、速報結

果をホームページに掲載した。また、ポリオ、インフル

エンザ、日本脳炎、風疹、麻疹、百日咳、ジフテリア、

破傷風の予防接種状況および抗体保有状況についてグラ

フをホームページに掲載した。 

［佐藤弘、多屋馨子、新井智、奥野英雄、北本理恵、大

石和徳］ 

 

3. 感染症流行予測調査実施要領の作成 

厚生労働省健康局結核感染症課と共同で、2014 年度版を

作成した。 

［多屋馨子、佐藤弘、北本理恵、新井智、大石和徳］ 

 

4. 感染症流行予測調査システムの運用 

各自治体における 2014 年度感受性調査データ登録のサ

ポート、およびトラブルに対する調査、対応を行った。

また、登録が確定した年度のデータは集計を迅速に行い

報告書作成の資料とした。 

［北本理恵、佐藤弘、多屋馨子、大石和徳］ 

 

5. 事務局業務 

厚生労働省健康局結核感染症課、都道府県、都道府県衛

生研究所、感染研関係各部との密接かつ円滑な連携を保

つための業務を行った。衛生微生物技術協議会の関連会

議として感染症流行予測調査事業担当者会議を 2014年 6

月 27 日に開催し、当該年度の調査に対する注意点や変更

点などの説明や検査現場の声を関係者が共有化する場を

設け事務局として業務の円滑な運営を進めている。 

［多屋馨子、佐藤弘、北本理恵、新井智、奥野英雄、大

石和徳］ 

 

V. 感染症情報の収集、評価及び予防対策の策定 

1. 生物学的製剤に起因する感染症に関する安全性関

連情報収集業務 

移植片、輸血、タンパク製剤など生物由来の医療関連材

料によると考えられる感染症を、早期に把握し、情報提

供することにより、健康被害の拡大を防ぐことを目的と

した情報収集のため、国内外の文献情報等を感染研各部

の協力も得ながら、定期的に収集し、生物学的製剤由来

感染症評価検討委員会へ提出し、その調査、対応の緊急

性を評価し、感染症研究所として科学的見知からコメン

トし、関係諸機関へ報告した。 

［松井珠乃、柴田博子、大石和徳、倉根一郎(副所長)］ 

 

 

VI. 血清銀行に関する業務 

1. 血清の保管および血清払い出し業務 

感染症流行予測調査事業のため各都道府県において収

集し用いた後の余剰血清のうち、国内血清銀行での保管

の承諾が血清提供者から得られた血清を受け入れ、血清

銀行で保管している。2014 年度に受け入れた血清は、

計 3,760 検体であった。また、内外研究者からの保管血

清使用申請に応じ、血清銀行運営委員会による審査を行

い承認が得られた研究に対し、血清分与を行っている。

2014 年度は 5 件の申請があり、これら件に対し計 1,004

本の血清を分与した。血清の出納を管理するためのシス

テムを改修した。 

［新井智、田中佳織、多屋馨子、荒木和子、佐藤弘、滝

澤哲、玉元悠里、大石和徳］ 

 

2. 職員血清の保管業務 

2013 年度の職員血清を受け入れ保管し、規定の保管期

限（10 年間）を経た血清は抜き出し、廃棄のためにバ

イオセーフティ管理室に引き渡した。 

［佐藤 弘、荒木和子、多屋馨子、新井 智、大石和徳］ 

 

国際協力関係業務 

I. 国際的調査協力及び支援 

1. GHSAG に対する技術支援と関係国との早期情報

共有 

G7 加盟国とメキシコによる、Global Health Security 

Initiative の技術的 WG である GHSAG の、リスクコミュ

ニケーションおよび管理ワーキンググループのCBRN早

期検知と早期対応のプロジェクト(EARProject)について、

参加国として議論に参加し、技術的な立場から国際的な

健康危機事例検知手法とそのリスク評価手法の改善およ

び情報プラットフォームの改良について協力した。また、

プロジェクトプラットフォームを用いた情報分析の日本
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の年間担当分を実施した。 

［重松美加、松井珠乃］ 

 

2. 感染症情報及び各国の対応状況に関する国際的な

情報共有と対応の調整 

健康危機管理事案に関して国際的に情報共有するメカニ

ズムとして、適宜 WHO 本部や西太平洋地域事務局を通

じた、国際保健規則（IHR）や GOARN に加え、主要先

進 7 か国およびメキシコで構成される世界健康安全保障

イニシアチブ（GHSI）においても状況の似通った国同士

で情報交換及びメディア対応の一貫性を取る試みが行わ

れている。海外における感染症アウトブレイクや医薬品、

検査器具、ワクチン開発などの情報および他国の対策状

況やメディアへの報道状況をいち早く共有し、各国の施

策に反映させるよう連携を図っている。 

 特に専門機関としての国立感染症研究所は、米国 CDC

やカナダ PHAC、イギリス HPA、ドイツ RKI などと緊密

な連携を図り、感染症領域の専門家としての信頼を活か

した効果的なリスク・コミュニケーションを行っていく

べく情報交換を継続して行い、対応状況の足並みをそろ

えるよう連携している。 

［松井珠乃］ 

 

3. バイオリスク管理に関わる国際的な人材育成と共

通基盤の形成に対する技術的支援 

国際バイオセーフティ連合より招聘を受け、「バイオセー

フティ専門家の必要技能の特定および国際的資格認証の

仕組み」の構築の委員（IFBA Certification Board）として

協力し、試行実施における必要事項の決定、運用設計、

設問要件の承認などの立案、決定と各分科会活動の確認

に携わった。 

［重松美加］ 

 

4. 世界保健機関における国際的な感染症対策のネッ

トワークの評価と運営 

世界保健機関(WHO)における Global Outbreak Alertand 

Response Network(GOARN)の運営委員会委員として、今

後のあり方について検討した。 

［松井珠乃］ 

 

5. WHO 西太平洋地域事務局(WPRO)の支援 

WPRO において、エボラ出血熱対応等により人員が不足

しており、所長への依頼に基づいて適宜現地における支

援を行った。 

［有馬雄三、島田智恵、松井珠乃］ 

 

6. ベトナムにおける麻しん流行への対応 

（１） 国際保健機関(WHO)や JICA の依頼により、ベ

トナムで大流行している麻しんに対し、データマネジメ

ントおよび記述疫学に関する技術的な援助を提供し、記

述疫学的概要を明らかにした。 

［有馬雄三、松井珠乃、奥野英雄、多屋馨子、砂川富正、

大石和徳］ 

（２）ベトナムにおける麻疹流行時の病原体検査 

感染病理部と共同でベトナムにおける麻疹流行時の死亡

にアデノウイルス 7 型が関与していることを示唆した。

情報は感染病理部を通じてベトナムに伝えられた。 

[花岡希、藤本嗣人、中島典子(感染病理部)] 

 

7. エボラ出血熱対応 

西アフリカにおけるエボラ出血熱流行に対し，世界保健

機関(WHO)の依頼により、GOARN/WEST の枠組みで、

シエラレオネでの疫学調査に参加した。データ・情報マ

ネジメントおよび疫学に関する技術的な援助を提供し、

感染拡大防止策に協力した。 

［島田智恵、有馬雄三、山岸拓也、松井珠乃、砂川富正、

大石和徳］ 

 

8. ASEAN+3 実地疫学研修ネットワーク(FETN)にお

ける国際連携強化 

2010 年 7 月に開催された ASEAN+3 保健大臣会合の決定

に基づいて設立された実地疫学ネットワーク(FETN)に

つき、電話会議、ワークショップ、運営員会等を通じネ

ットワーク強化に貢献した。 

［山岸拓也、島田智恵、松井珠乃、大石和徳］ 

 

9. 世界的な FETP 連携強化 

WPRO 主催の会議等に参加し、恒常的なプログラム強化

や FETP の認定のあり方等について議論を行った。 

［山岸拓也、島田智恵、松井珠乃、大石和徳］ 
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II. 国際研修 

1. 海外からの研修生への感染症疫学センターの活動

および感染症対策に関する情報提供と広報 

国立国際医療センター海外研修生、JICA 留学生、各国保

健医療および政府関係者などの来所時または別の研修場

所において（JICA 九州など）に、感染症疫学センターの

活動、国内感染症の発生動向、国内および国際連携によ

る感染症対策の現状、予防接種、国際保健規則を含む国

際感染症対策、パンデミック対策などについての研修、

病原体情報の説明、情報提供、広報業務を行った。他に

国立感染症研究所研究発表会若手研究者発表、国立感染

症研究所一般公開サイエンスカフェ等も含まれる。 

［大石和徳、藤本嗣人、大日康史、重松美加、砂川富正、

有馬雄三、高橋琢理、椎野禎一郎、多屋馨子、新井智、

島田智恵］ 

 

2. 感染研エイズ研究センター・JICA 共催国際研修へ

の協力 

エイズ研究センターと JICA の共催で行われている国際

研修「Laboratory Techniques for Diagnosis and Monitoring 

of HIV Infection」の講師・トレーナーとして、実習・講

義を行った。研修内容は、HIV ウイルス遺伝子配列の解

析法・系統樹作成法・薬剤耐性変異の検出法・分子進化

学の基礎・分子系統樹作成法であった。 

［椎野禎一郎］ 

 

3. JSPS による海外研究者の受け入れ 

文部科学省の JSPS プログラムにより約 6 ケ月間、マレ

ーシアの AIMST 大学のアディカリ准教授を受け入れ、

アデノウイルスの研究を実施して結果をまとめて論文化

した。 

［藤本嗣人、小長谷昌未、花岡希］ 

 

研修業務 

I. 感染症危機管理およびそれに関わる人材養成(実地

疫学専門家養成プログラム：FETP)に関する業務 

［研修指導：八幡裕一郎、山岸拓也、神谷元、島田智恵、

松井珠乃、大石和徳］ 

 

1. 全般実施状況 

FETP の実施は 16 年目となり、平成 26 年 4 月には、16

期 4 名を迎え、平成 27 年 3 月に 15 期生 3 名が研修終了

した。 

 

2. FETP の運営 

(１)研修生の指導 

2010 年度に開発した実地疫学コンピテンシー評価シス

テムを基盤とし、USCDC の EIS プログラムで用いられ

ている活動評価システムを導入し改訂版評価シートを用

い、FETP の研修指導を実施した。 

［松井珠乃、中島一敏、八幡裕一郎、山岸拓也、島田智

恵、神谷元］ 

 

(２)アウトブレイク疫学調査指導 

アウトブレイク発生に際し、FETP の疫学調査の現地調

査指導を行った。 

［八幡裕一郎、山岸拓也、神谷元、島田智恵］ 

 

3. 感染症集団発生事例に対する実地疫学調査協力 

平成 25 年度において、実地疫学専門家養成プログラム

（FETP）は、以下の感染症集団発生事例に対して、地方

自治体及び厚生労働省からの要請を受けて調査協力を行

った。 

 デング熱国内感染症例（千葉市） 

 代々木公園等におけるデング熱国内感染症例（厚生

労働省） 

 細菌性赤痢集団発生事例（北九州市） 

 医療機関及び隣接する老人保健施設にお けるイン

フルエンザ集団発生事例（広島県） 

 事業所における風疹集団発生事例（静岡県） 

 大学病院 NICU/GCU における CRE 院内感染事例

（長崎市） 

［FETP 一同、八幡雄一郎、山岸拓也、神谷元、島田智

恵、松井珠乃］ 

 

4. 研修活動（講義・セミナー受講） 

FETP のトレーニングの一環として、初期導入研修(John 

Kobayashi；4 月)、とともに、統計学セミナー(Paul Weiss; 

8 月)、分子疫学セミナー（Lee Riley: 12 月）、サイエンテ
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ィフィックライティングセミナー(James Fielding；2 月)

を開催した。 

 

5. 教育研修（講義実施） 

教育経験のための研修として、全国感染症危機管理研修

会での講義、地方自治体の感染症危機管理研修会(宮崎県、

兵庫県、富山県、神奈川県、熊本県、三重県、山形県、

国立保健医療科学院)での講義・演習を実施した。 

［神谷 元、八幡裕一郎、山岸拓也、砂川富正、島田智

恵、FETP 一同］ 

 

6. 感染症疫学研究 

平成 26 年度に研修終了した 15 期生が以下の特別論文長

期プロジェクトの研究発表をおこなった。 

伊東宏明「Seasonal and regional trends in respiratory 

syncytial virus in Japan, 2008-2013」 

金山 敦宏「乳幼児における腸管出血性大腸菌感染症

の疫学動向と散発事例のリスク因子解析」 

牧野 友彦「被災地援助の意義と公正性の課題： 東日

本大震災後の高齢者肺炎球菌ワクチン提供事業の後方視

的解析」 

 

7. 感染症サーベイランス活動 

毎週ごとに収集されるサーベイランス報告対象疾患の情 

報を監視・解析し、必要に応じて地方自治体とともに公

衆衛生的介入を実施した。 

• 腸管出血性大腸菌感染症サーベイランスに対する

情報交換・還元 

• 性感染症の発生動向に基づいた提言 

• 定点把握疾患の発生動向をモニター 

• 麻疹および風疹症例増加に対する予防接種推奨 

• 新型インフルエンザの発生動向監視、等 

［八幡裕一郎、山岸拓也、神谷元、島田智恵、松井珠乃、

高橋琢理、有馬雄三、木下一美、加納和彦、齊藤剛仁、

砂川富正、FETP 一同］ 

 

8. 感染症情報の還元 

感染症サーベイランス、感染症集団発生事例に対する実

地疫学調査協力などで得られた情報を病原体検出情報

(IASR)、感染症発生動向調査週報(IDWR)などを通じて国

民、公衆衛生従事者などに還元した。 

［感染症疫学センター一同］ 

 

9. 予防接種従事者研修 

予防接種リサーチセンターが主催する予防接種従事者研

修会の講師として、予防接種で予防可能疾患に関する国

内疫学情報について、研修用資料を作成し、全国で研修

会講師を勤めた。 

［大石和徳、松井珠乃、砂川富正、多屋馨子、山岸拓也、

神谷元、奥野英雄、岡部信彦（川崎市健康安全研究所）］ 

 

10. 自治体主催の予防接種に関する研修会 

予防接種ならびに予防接種で予防可能な疾患に関する研

修会で講師を勤めた。 

［多屋馨子、砂川富正、神谷元］ 

 

II. 感染症危機管理研修会 

感染症疫学センターが事務局を務め、1997 年度より定期

的に実施している感染症危機管理研修会を 10 月 15 日、

16 日に開催した。2014 年度の事務局は、第三室を中心に

感染症疫学センター全員、FETP 及び宮間浩史が担当し

た。研修内容として、厚生労働省の対応 3 演題、インフ

ルエンザ・薬剤耐性菌に関する最近の話題４演題、予防

接種で予防可能な疾患に関する最近の話題５演題、食品

媒介感染症に関する最近の話題 3 演題、輸入感染症に関

する最近の話題 4 演題の講義の他、ポスターセッション

及びケーススタディ演習等を行った。全国の感染症担当

部局、保健所、衛生研究所等から延べ約 130 数名が受講

した。 

［感染症疫学センター全員(主担当は三室)、FETP 一同］ 

 

III. 国立保健医療科学院による研修 

1. 国立保健医療科学院による短期研修ウイルス研修の

実施 

平成 26 年 10 月 6 日から 10 月 24 日まで 14 日間、国立感

染症研究所村山庁舎で、短期研修ウイルス研修（国立保

健医療科学院・当所共同実施）を行った。本研修は、全

国地方衛生研究所において、ウイルス検査業務に従事す

る専門職員を対象とし、種々のウイルス感染症の基礎的

および新しい検査診断技術・知識の習得を目的としてい
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る。受講生は、32 名であった。なお、本研修は、感染症

疫学センターをはじめ、当所関連各部・センター・室、

全国衛生研究所（群馬県、富山県、山口県、川崎市）横

浜市立大学、東京家政大学等の協力を得て遂行された。 

［木村博一、石岡大成、大石和徳、高橋真希、野田雅博］ 

 

2. 国立保健医療科学院による短期研修新興再興感染

症技術研修の実施 

国立保健医療科学院による短期研修 新興再興感染症技

術研修を平成 25 年 10 月 7 日から 10 月 11 日まで、国立

感染症研究所村山庁舎で行った。本研修は、地方衛生研

究所においてレジオネラ感染症の検査業務に従事する専

門職員を対象とし、レジオネラに関する新しい知識及び

検査診断技術の習得を目的としている。受講生は、32 名

であった。なお、本研修は、感染症情報センターをはじ

め、当所細菌一部、全国の衛生環境研究所（北海道、群

馬県、富山県）及び大学（東京家政大学）の協力を得て

遂行された。 

［石岡大成、木村博一、大石和徳、高橋真希、野田雅博］ 

 

3. 国立保健医療科学院食品衛生危機管理研修 

国立保健医療科学院による短期研修である食品衛生危機

管理研修で食中毒のアウトブレイク発生時の疫学調査方

法及び広域模食中毒事例に関する講義を行った。 

［八幡裕一郎］ 

 

4. 国立保健医療科学院健康危機管理（感染症）の研修 

国立保健医療科学院専門課程 I, II の科目：健康危機管理

（感染症）にて感染症サーベイランス・予防接種・災害

対応等に関する講義を行った。 

［多屋馨子、砂川富正、大石和徳］ 

 

5. 厚生労働省地方厚生局食品衛生監視員研修会 

厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安全課食中毒被害

情報管理室が主催する地方厚生局食品衛生監視員研修会

で、アウトブレイク調査のステップの講義及びケースス

タディを実施した。 

［八幡裕一郎］ 

 

IV. その他の研修の実施 

1. 希少感染症診断技術向上事業に関する業務 

2015 年 2 月 17～18 日に全国自治体の検査技術担当者に

対して感染研一丸となって、必要かつ要望が多かった検

査等に関する研修をおこなった。 

［感染症疫学センター全員(主担当は四室)、宮﨑義継(真

菌部)］ 

 

2． 国立病院機構三重病院の臨床研究のためのアデノ

ウイルス検査研修 

 

3. 医師卒後研修 

国立感染症研究所で開催された医師卒後研修に講師とし

て参加した。 

［多屋馨子、砂川富正］ 

 

4. JICA 国際研修コース 

平成 25 年 9 月 26 日に公益財団法人結核予防会結核研究

所で開催された細菌学の JICA 国際研修コースに、バイ

オリスク管理学およびデュアルユースに関する講師とし

て参加した。 

［重松美加］ 

 

5. 侵襲性細菌感染症技術研修の実施 

2014 年 2 月 26～28 日、国立感染症研究所において侵襲

性細菌感染症技術研修を実施した。本研修では、インス

トラクター及び講師として企画立案及び実務を遂行した。 

［石岡大成、砂川富正、大石和徳］ 

 

その他 

I. 情報提供及び広報活動 

1. 電話、メールによる問い合わせ業務 

予防接種、麻疹、風疹、ポリオ、人獣共通感染症等、電

話、メール（info@）による問い合わせに対応した。特

に、感染症が流行した場合、メディアで報道された場合、

医療従事者、自治体、保健所、メディア等を含めて、年

間の問い合わせが急増した。 

なお、サイトに掲載された情報についての一次的な対

応は情報管理専門官が行い、取材に至る以前のデータの

見方やデータの保管場所等については適宜説明を行った。

問合せの多い時期では１日あたり約 20 件程度の電話対
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応を行った。また、IDWR や IASR 等に掲載されている

図表等についての使用申請については年間約 200 件の対

応を行った。 

［多屋馨子、新井智、佐藤弘、砂川富正、齊藤剛仁、高

橋琢理、木下一美、宮間浩史、大石和徳］ 

 

2. 来所者への感染症疫学センターの活動および感染

症対策に関する情報提供と広報 

国内生徒、学生の修学旅行や社会見学などの来所時に、

感染症疫学センターの活動、国内感染症の発生動向、国

内および国際連携による感染症対策の現状、エボラ出血

熱や MERS 等を含む国際感染症対策、パンデミック対策

などについての情報提供、広報業務をおこなった。 

［大石和徳、松井珠乃、大日康史、菅原民枝、神谷元、

山岸拓也、島田智恵、八幡裕一郎、砂川富正、高橋琢理、

齊藤剛仁、木下一美、加納和彦、有馬雄三、多屋馨子、

新井智、佐藤弘、藤本嗣人、布施晃］ 

 

3. メディアへの対応 

国内外において注目を集めた感染症、特にインフルエン

ザ、麻疹、風疹(CRS を含む)、腸管出血性大腸菌感染症、

手足口病、エボラ出血熱等の流行に伴い、メディアから

の取材対応が急増し、ピーク時には連日取材対応を行っ

た。 

［多屋馨子、砂川富正、有馬雄三、松井珠乃、島田智恵、

藤本嗣人、宮間浩史、大石和徳］ 

 

4. 予防接種情報公開に関する業務 

日本の定期/任意予防接種スケジュールついては、制度変

更時に随時変更し公開した。  

乳幼児予防接種スケジュール(0～6 歳)、小学生～高校生

相当年齢の予防接種スケジュールについても随時制度変

更に対応し、公開した。感染症疫学センターHP 予防接

種情報のページを更新した。 

［多屋馨子、前田明日香、熊田萌、大石和徳］ 

 

II. 厚生労働省等 部会等 委員 

厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会 予防接種基

本方針部会 委員［多屋馨子］ 

厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会 副反応検討

部会 委員［多屋馨子］ 

厚生労働省薬事・食品衛生審議会 食中毒部会員 委員

[砂川富正] 

麻疹排除認定会議 委員［砂川富正、多屋馨子］ 

疾病・障害認定審査会 感染症・予防接種審査分科会 委

員［多屋馨子］ 

ロタウイルスワクチン作業班 ［多屋馨子］ 

日本ポリオ根絶会議構成員 ［多屋馨子］ 

エイズ動向委員会 委員  ［砂川富正］ 

内閣府食品安全委員会専門 委員 ［砂川富正］ 

 

 

III. レファレンス業務 

1. アデノウイルスレファレンスセンターとしての活動 

全国の地区レファレンスセンターとともに、アデノウイ

ルス検査体制の全国調査を実施した。その結果、アデノ

ウイルス 54 型などの新型アデノウイルスが院内感染や

施設内感染により流行性角結膜炎を引き起こしているこ

とが明らかになった。さらに、日本においてはじめて、

57 型が複数の地域において検出されることを明らかに

した。 

・細胞の送付 

・難同定株の同定 

・検査法の標準化 

・マニュアルの整備 

・検査法に関する問い合わせへの対応 

・新しい検査法の開発 

・アデノウイルス感染症に関する啓発 

・正確な情報発信： ホームページ・メディア 

を行った。 

［花岡希、藤本嗣人、全国地方衛生研究所］ 

 

IV. 品質管理に関する業務 

１．検定検査業務内部監査 

検定検査業務内部監査員のチームメンバーとして所内の

検定業務について、所内外部監査を担当した。 

[藤本嗣人] 

 

2． 病原体等取扱安全監視委員会活動 

病原体等取扱安全監視委員の委員として国立感染症研究
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所(戸山庁舎・村山庁舎)の P3 施設の安全監視を行った。 [藤本 嗣人]

 

V. 研修員一覧 

 

氏名 区分 所属 

JOHN M. KOBAYASHI 客員研究員 1 室 

谷口 清州 客員研究員 1 室 

中島 一敏 客員研究員 1 室 

山下 和予 客員研究員 2 室 

安井 良則 客員研究員 2 室 

多田 有希 客員研究員 2 室 

西尾 治 客員研究員 4 室 

布施 晃 客員研究員 センター長室 

吉倉 廣 客員研究員 センター長室 

岡部 信彦 客員研究員 センター長室 

 

鈴木 葉子 協力研究員 1 室 

阿保 満 協力研究員 1 室 

五十嵐 正巳 協力研究員 1 室 

高橋 亮太 協力研究員 1 室 

杉下 由行 協力研究員 1 室 

徳田 浩一 協力研究員 1 室 

堀 成美 協力研究員 1 室 

吉田 眞紀子 協力研究員 1 室 

大平 文人 協力研究員 1 室 

具 芳明 協力研究員 1 室 

中村 奈緒美 協力研究員 1 室 

田﨑 陽典 協力研究員 1 室 

安藤 由香 協力研究員 1 室 

関谷 紀貴 協力研究員 1 室 

石川 貴敏 協力研究員 1 室 

阿部 信次郎 協力研究員 1 室 

牛澤 洋人 協力研究員 1 室 

古宮 伸洋 協力研究員 1 室 

田原 寛之 協力研究員 1 室 

豊川 貴生 協力研究員 1 室 

柳楽 真佐実 協力研究員 1 室 

難波江 功二 協力研究員 1 室 

三﨑 貴子 協力研究員 1 室 

涌井 拓 協力研究員 1 室 

田渕 文子 協力研究員 1 室 

金山 敦宏 協力研究員 1 室 
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伊東 宏明 協力研究員 1 室 

鈴木 智之 協力研究員 1 室 

中瀬 克己 協力研究員 1 室 

加來 浩器 協力研究員 1 室 

山田 文也 協力研究員 1 室 

石金 正裕 協力研究員 1 室 

加藤 博史 協力研究員 1 室 

河端 邦夫 協力研究員 1 室 

福住 宗久 協力研究員 1 室 

山本 久美 協力研究員 3 室 

松永 泰子 協力研究員 3 室 

荒木 和子 協力研究員 3 室 

橋本 和宏 協力研究員 4 室 

小長谷 昌未 協力研究員 4 室 

荻（榎本） 美貴 協力研究員 4 室 

松井 清彦 協力研究員 4 室 

藤巻 明日香 協力研究員 4 室 

高橋 健一郎 協力研究員 4 室 

山田 裕加里 協力研究員 5 室 

小田 與志郎 協力研究員 6 室 

高木 雅之 協力研究員 6 室 

赤坂 天平 協力研究員 6 室 

小渕 正次 協力研究員 6 室 

尾﨑 恵太 協力研究員 6 室 

宮地 由美子 協力研究員 6 室 

長澤 耕男 協力研究員 6 室 

福島 慎二 協力研究員 センター長室 

大桃 すみれ 実習生 1 室 

捧 建蔵 実習生 2 室 
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